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1.ガイドの利用法  
 

このガイドは、NAS ソフトウエアの機能の詳細について説明したものです。はじめて NAS ソフトウエアを設定する場合は、主な

機能を一連の流れで設定していく手順を記した“Cloudy2 2U-12Bay ラックマウント NAS サーバークイックインストールマニュ

アル”を参照してください。 

 

まだハードウエアの設置を完了していない場合は、“Cloudy2 2U-12Bay ラックマウントNASサーバークイックインストールマニ

ュアル”を参照の上、ハードウエアの設置を完了してください。 

 

記述に関して、製品名 Cloudy iX をこれ以下 iX と表記します。 

一部ガイド中に Cloudy iX 、または、iX では未対応の表記があります。 

 

2.GUI 管理画面へのログイン 
 

 

 
管理者レベル（フルアクセスを選択） 

パスワード（デフォルト：admin） 

初期状態では上記を入力して ログイン ボタンをクリックします。 
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3.ブラウザを使用した GUI 管理 
 
iX は次のようなメニュー オプションに分かれています。 

 セットアップ 

 構成 

 メンテナンス 

 ステータス 

 ヘルプ 

 

各メニューにはいくつかのサブメニューがあります。このガイドではそれぞれのメニューの詳細を説明します。 

 

セットアップ 
 ネットワーク（インターフェース） 

 ネットワーク（フェールオーバー） 

 管理者 

 ソフトウエア RAID   

 iSCSI イニシエータ 

 ハードウエア 

 画面表示 

  

 

構成  
 ボリュームマネジャー （ボリューム・グループ、ボリューム・レプリケーション） 

 NAS 基本設定 

 NAS リソース (共有、ユーザー、グループ) 

 iSCSI ターゲット・マネジャー （ターゲット、CHAP ユーザー） 

 
 

メンテナンス 
 シャットダウン 

 接続 

 スナップショット 

 バックアップ （ バックアップ・タスク、バックアップ・デバイス、バックアップ・プール、データ複製） 

 リストア 

 アンチウイルス 

 諸設定 

 ソフトウエア更新 

 

ステータス 
 ネットワーク 

 論理ボリューム 

 接続 

 システム 

 ハードウエア 

 タスク 

 統計情報 

 

ヘルプ 
 Help index… 

 Newtech Cloudy iX について 

 ソフトウエア・ライセンス 
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4.ブラウザを使用した GUI 機能の詳細説明 
 

iX の Web GUI 機能について説明します。機能は、画面の上部にあるメニューオプションで分類されています。 

 

 
 

 

また、各機能の右に表示される   マークをクリックしていただくとその説明が表示されます。 

一部日本語対応が完了していない項目がある場合がありますがご了承ください。 

 

4-1.セットアップ 

 
ネットワークインターフェイス、管理者、ハードウエア RAID、ソフトウエア RAID、ファイバチャンネル、iSCSI イニシエータ、ハー

ドウエア、および GUI 表示を管理することができます。 

 

4-1-1.ネットワーク 

 

ネットワークインターフェース、および、フェールオーバー構成時のネットワーク設定を管理します。 

 

4-1-1-1.インターフェース 

 

ネットワークインターフェイスのツリーを表示します。インターフェイス名（eth0 など）をクリックすると、選択したインターフェイス

に関する詳細情報が表示されます。 

機能: サーバー名   

 

 

サーバーをはっきり識別できるサーバー名を入力してください。[コメント] フィールドには、サーバーの短い説明を入力してくだ

さい。 

 

サーバー名  本サーバーを識別するための明瞭な名称を入力して下さい。 
コメント  識別を補助するためのコメントを入力可能です。 

 

  サーバー名とコメントの規則は下記のようになります。 

 サーバー名がネットワーク内で一意であることを確認してください。 

 新しいサーバーをはっきり識別できるサーバー名を選択します。 

 スペースおよび特殊文字 (~!@#$^&()+[ ]{}*;:'".,%|<>?/\=`_) は使用しないでください。 

 数字だけのサーバー名は使用できません。 

 一部のシステムにはコメントが表示されません。 
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機能: DNS 設定  

 

 

この機能を使用して、DNS アドレスを入力できます。複数のアドレスを区切る場合は、セミコロンを使用します。 

 

機能: 新しいボンディング インターフェイスの作成  

 

 

ボンディングは、受信/発信接続に対する負荷分散またはフェールオーバーを有効にします。ここでは、ボンディング ネットワ

ーク インターフェイスを作成または編集できます。 

 

ボンディング インターフェイスを作成するには、次の手順を実行します。 

 

1. 新しいボンディング インターフェイスの作成元になるネットワーク インターフェイスを選択します。 

2. [作成] ドロップダウン メニューから目的のボンディング モードを選択します。 

3. ネットワーク インターフェイスの動的 (DHCP) 構成または静的構成を選択します。 

4. DNS アドレスを動的に取得する場合は、[DNS の取得] を選択します。 

 

ネットワーク インターフェイスの静的構成を使用する場合は、アドレス IP、ネットマスク、ブロードキャスト、およびゲー

トウェイを入力します。[作成] ボタンをクリックすると、新しいボンディング インターフェイスが作成されます。 

 

NOTE ボンディングを使用するには、複数のイーサネット NIC を利用する必要があります。 

また、MAC アドレスは必ず先頭に０２のプリフィックスが必要です。 

例： 02:xx:yy:zz:vv:nn 

 

各ネットワーク インターフェイスの情報は、次のフィールドに表示されます。 

 

プライマリ   文字列 (eth0、eth2 など) は、プライマリ デバイスにするスレーブを指定します。指定され 

   たデバイスは、使用可能な間は常にアクティブ スレーブになります。プライマリがオフライン 

   の場合にのみ代替デバイスが使用されます。これは、あるスレーブが別のスレーブよりスル 

   ープットが高い場合など、1 つのスレーブを別のスレーブより優先させる場合に便利です。 

   [プライマリ] オプションは、active-backup モードでのみ有効です。 

インターフェイス  ネットワーク インターフェイス名。 

ケーブル  ケーブルが NIC に接続されているかどうかを示します。 

状態   ネットワーク インターフェイスの状態を示します。NIC は、ボンディング状態またはシングル 

   状態かを表示します。 
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ボンディング モード 
 balance-rr  
ボンディングされた各スレーブ インターフェイスで順番に送受信が実行されます。このモードは、フォールト トレラ 

ンスと負荷分散を提供します。 

 

 active-backup  
ボンディング内の 1 つのスレーブだけがアクティブになります。ボンディングされた他のスレーブ  

インターフェイスは、アクティブなボンディング スレーブ インターフェイスが失敗した場合にのみ使用されます。こ

のモードは、フォールト トレランスを提供します。 

 

 balance-xor  
「(実行元 MAC アドレス XOR 実行先 MAC アドレス) mod スレーブ数」に基づいて送受信します。各実行先 

MAC アドレスで同じスレーブが選択されます。このモードは、負荷分散とフォールト トレランスを提供します。 

 

 broadcast  
すべてのスレーブ インターフェイスですべてを送受信します。このモードは、フォールト トレランスを提供します。 

 

 802.3ad  
IEEE 802.3ad 動的リンク集約です。同じ速度と二重設定を共有する集約グループを作成します。 

802.3ad 規格に基づいて、アクティブなアグリゲータ内のすべてのスレーブが使用されます。 

IEEE 802.3ad 動的リンク集約をサポートするスイッチが必要です。 

 

 balance-tlb  
特別なスイッチを必要としないチャンネル ボンディングです。送信トラフィックは、各スレーブの現在の負荷 (速度

に比例して計算) に基づいて分散されます。受信トラフィックは、現在のスレーブによって受信されます。受信スレ

ーブが失敗した場合、別スレーブが失敗した受信スレーブの MAC アドレスを引き継ぎます。このモードは、フォー

ルト トレランスと負荷分散を提供します。 

 

警告 異なるメーカーのカードや、チップセットを同一ボンド内に用いると性能が低下したり、動作が不安 

定になる場合があります。 

 

機能: HTTP プロキシ  

 

 

この機能を使用して、HTTP プロキシを有効または無効にできます。 

 

HTTP プロキシを有効にするには、次の手順を実行します。 

1. [HTTP プロキシの使用] を選択します。 

2. サーバー名、ポート、ユーザー、およびパスワードを入力します。 

3. [適用] ボタンをクリックします。 

 

NOTE   プロキシサーバー名には http://のプリフィックス、ポート番号、パスワードは含めないでください。  

正しいプロキシサーバー名の入力例： www.server.com. 
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機能: IPSEC  

 

 

IPSEC による接続は、強力な認証と暗号化を提供します。転送データを不正に捕捉したり、偽装することはほとんど不可能で

す。また、パスワードを設定する必要があります。 

 

IP   iSCSI ターゲットに接続できるクライアントの IP アドレス (マスクはオプション) を設定できます。 

パスワード  上記 IP 用のパスワードです。 

 

パスワードの仕様は下記の制限があります。 

 

 スペースを使用できません。 

 

 空欄にできません。 

 

 特殊文字 (' " `) は使用できませ 

 

NOTE    暗号化されたデータ転送は、オーバーヘッドがかなり大きくなり、転送されるデータ量によってはパフォー

マンスに大きく影響します。 
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個別のインターフェースを選択して表示されるメニュー 

機能: インターフェース情報   

 

 

ネットワーク・インターフェースの情報を確認可能です。 

 

機能: IP アドレス  

 

 

選択した NIC に対して TCP/IP パラメータを設定できます。 

 

アクティブ化  このチェックボックスを設定することで、ネットワーク インターフェイスをアクティブまたは 

非アクティブにできます。 
DHCP/静的  静的または動的 (DHCP) なネットワーク インターフェイス構成を使用できます。 

DNS の取得 DNS アドレスを動的に取得する場合は、[DNS の取得] を選択します。 

 

ネットワーク インターフェイスの静的構成を使用する場合は、次の情報を入力します。 

 

アドレス IP   ネットマスク  ブロードキャスト  ゲートウェイ  
 

新しい IP アドレスを設定した場合は、アクティブ化の間にサーバーへの接続が失われるため、再度ログインする必要

があります。ブラウザの URL 入力行に、新しい IP アドレスを入力してください。 

アクセスできない場合は、コンソールで新しい IP アドレスを設定してください。別のサブネットのサーバーにアクセス

するには、[ゲートウェイ] にルーターのアドレスを入力する必要があります。 

 

NOTE NTP サーバーを使用して正しい時刻と日付を管理している場合は、ゲートウェイと DNS を正しく設定して

ください。 
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機能: ボンディング インターフェイスの設定  

この機能でボンディング ネットワーク インターフェイスを編集します。 

 

 

ボンディング インターフェイスを作成した場合は、左側の Interfaces 欄に新しい「bond0」ブランチが表示されます。[bond0] ブ

ランチをクリックして、ボンディングを設定および削除できます。 

 

ボンディングからネットワーク インターフェイスを削除するには、フィールドでインターフェイスを選択し、Remove にチェックを

いれ、[適用] ボタンをクリックします。ボンディングは、[アクティブ] オプションの設定で有効、無効設定できます。ボンディン

グ インターフェイスのネットワーク構成は変更できます。静的または動的 (DHCP) ネットワーク構成を使用できます。 

 

ボンディング インターフェイスに属する各ネットワーク インターフェイス情報フィールドは以下の通りです。 

プライマリ  文字列 (eth0、eth1 など) は、プライマリ デバイスにするスレーブを指定します。指定 

   されたデバイスは、使用可能な間は常にアクティブ スレーブになります。プライマリがオ 

   フラインの場合にのみ代替デバイスが使用されます。これは、あるスレーブが別のスレ 

   ーブよりスループットが高い場合など、1 つのスレーブを別のスレーブより優先させる場 

   合に便利です。[プライマリ] オプションは、active-backup モードでのみ有効です。 

インターフェイス ネットワーク インターフェイス名。 

状態  NIC が接続されているかどうかを示します。 

 

NOTE    仮想 IP アドレスを設定しているインターフェースは選択できません。 

 

警告 異なるメーカーのカードや、チップセットを同一ボンド内に用いると性能が低下したり、動作が不安 

定になる場合があります。 

 

機能: ボンディングの削除   

ボンディング インターフェイスそのものを削除できます。 
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4-1-1-2. フェールオーバー 

 

ここでボンディングを含めたアクティブなインターフェースが表示され、そのインターフェースを使用してフェールオーバーさせ

るための仮想 IP アドレスを設定可能です。ここではボンドに使用されているインターフェースやアクティブでないものは表示さ

れません。 

 

機能: 仮想 IP 設定   

この機能を使用して選択したインターフェースの MAC アドレスを確認し、仮想 IP アドレスを設定することが可能です。仮想 IP

アドレスはフェールオーバー設定されたノード間で共有されます。 

 

 

仮にプライマリ・ノード IP アドレス：192.168.1.1、セカンダリ・ノード IP アドレス：192.168.1.2、仮想 IP アドレス：192.168.1.3

に設定した場合、 

 通常： 192.168.1.3 の IP アドレスではプライマリ・ノードがアクティブになります。 

 プライマリ・ノードに障害が発生した場合、セカンダリ・ノードが 192.168.1.3 に対してアクティブとなります。 

 

NOTE  プライマリ・ノード、セカンダリ・ノード、仮想 IPアドレスともすべてネットワーク内で一意である必要が

あります。仮想 IP 設定は、フェールオーバーを使用設定していないときのみに変更可能です。 

 

NOTE 仮想 IP アドレスはノードの IP アドレスと異なるサブネットに設定可能です。 

例えば、プライマリ・ノード IP アドレス：192.168.1.1、セカンダリ・ノード IP アドレス：192.168.1.2、仮想

IP アドレス：192.168.2.1 に設定可能です。 

 

 

機能: 冗長接続設定 

iSCSI フェールオーバー機能が UDP のブロードキャスト・トラフィックを発信するインターフェースを指定します。いわゆるハート

ビート線用のインターフェースです。インターフェースは複数指定することも可能です。 

 
 

NOTE ここでインターフェースが指定されない場合、システムは組み合わされているノードとの信号をトレ

ースし、自動的に使用可能な接続を選択します。 
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機能: フェールオーバーステータス 

この機能でフェールオーバー状態を確認可能です。 

 
 

確認項目は以下になります。 

 

 フェールオーバーの状態（サービスの状態） 

 

 ノードのステータス（プライマリ/セカンダリ、アクティブ active/パッシブ passive） 

 

 ping node の応答状況 (ping node), 

 

 フェールオーバー設定しているネットワーク インターフェースの接続状態(eth0 など) 

 

さらに、この機能でフェールオーバー設定しているタスクの状態も表示可能です。タスク名左の下矢印をクリックすると

詳細表示されます。また、タスクはアクティブになっているノードでのみ動作します。 

 

NOTE ノードをアクティブな状態にすると、そのノードでフェールオーバー設定しているタスクが実行され、仮

想 IP アドレスが有効になります。 
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機能: フェールオーバー構成 

この機能でシステムがフェールオーバーのプライマリ・ノードであるかセカンダリ・ノードであるかを設定します。 

 
 

ローカルホストのプライマリ・ノードと設定 
1. Secondary node IP – セカンダリ・ノードとして構成したシステムの IP アドレスを入力します。 

2. Warn time – フェールオーバー機能が警告を発信するまでの時間を秒で入力します。  

3. Dead time – 障害を検出する時間を設定します。フェールオーバー構成しているノードに障害が発生したと検出

する時間設定です。必ず次の Init time と同じか短い時間を設定してください。 

4. Init time – 初期障害検出間隔を設定します。具体的にはフェールオーバー・ノードが障害を発信してから、セカ

ンダリ・ノードがアクティブとなるまでの時間です。Init time 内にプライマリ・ノードが復旧した場合はフェールオー

バーしません。 

5. Keep alive time – フェールオーバー・チェック間隔を設定します。具体的にはノード間のフェールオーバー・ステ

ートのパケット発信間隔を設定します。 

 

ローカルホストのセカンダリ・ノードと設定  
Primary node IP – プライマリ・ノードとして構成したシステムの IP アドレスを入力します。 

Ping ノード IP 
ping ノードはフェールオーバーの疑似メンバーです。このノードはフェールオーバー設定している 2台のシス 

テムの他に必要で、フェールオーバー・メンバーからの ICMP 要求に応答する必要があります。（ICMP 要求 

に応答するためにフェールオーバー・ノード以外のノードである必要があります。）このノードによりフェール 

オーバー・メンバーの外部への接続可能性を確認します。 

仮にアクティブ・ノードから ping ノードへの ICMP 要求の応答がない場合、パッシブ・ノードも同じ要求を実行 

します。パッシブ・ノードに応答があった場合はフェールオーバーが実行されます。ping ノードは ICMP エコ 

ー・リクエストに応答する機能だけが必要です。Ping node の推奨機器はありません。ネットワーク内で Ping 

に応答するデバイスであれば、サーバー、ルーターなど何でもかまいません。 

シリアルポート 
このオプションを使用するとノード間の接続をシリアル・ケーブルで代用可能です。シリアル・ケーブルが接 

続されているポートをこの画面で指定してください。 

ボリューム・レプリケーション失敗後もフェールオーバー設定を有効とする 
チェックを入れ使用設定するとノード間のボリューム・レプリケーションに障害が発生した場合に自動でフェ 

ールオーバーするようになります。この設定は場合によってはデータ損失につながります。GUI メニューの 

ヘルプで表示される最新情報を元に慎重に設定してください。 
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NOTE Warn、dead、init の各タイマーは同時開始です。 

 

NOTE 各タイマーのデフォルト値は以下の通りです: 

 Warn time - 5000ms 

 Dead time - 10000ms 

 Init time - 15000ms 

 Keep alive time - 1000ms 

 

NOTE warn、dead、init 時間の設定が短すぎる場合にクラスタの動作が不安定になる場合があります。タ

イマーの最適設定値はハードウエア構成、ネットワーク・トポロジーに依存します。最適な設定のた

めにはいくつかの時間設定を試験することをお勧めします。 

 

NOTE フェールオーバーを開始する前に必ず両ノードの LUN 構成が完全に同一であることを確認してくだ

さい。LUN の容量、I/O タイプ、LUN の順序などです。 

 

警告  この設定に不整合がある場合データ・ロスにつながる場合があります! 

 

NOTE 次のエラーメッセージが表示された場合、init time などの時間設定を再調整してください:  

Service is under heavy load or the time values you have set are too low 

(サービス負荷が高すぎるか、時間設定値が低すぎます) 

 

サービス負荷、時間設定の適正値はネットワークの接続性、システム負荷に依存します。時間設定が短すぎるとノード

が誤ってもう一方のノードに障害が発生していると勘違いして、両方のノードがアクティブになる可能性があります。

Deat time のチューニングには以下のガイドラインを参考にしてください:  

 

 keep alive 時間を 1000 ms に設定します。ただし、値は warn time より低い数値が必要です。, 

 

 deadtime を 60 s に設定します。 

 

 最終的に deadtime に使用したい値の半分の時間を warntime に設定します。 

 

 Web GUI の左下に表示されるエラーメッセージを確認します。フェールオーバーで電子メール通知を設定してい

る場合はその内容を確認します。何も警告が出ないようであれば deadtime の候補値は使用可能と見なされま

す。警告が出る場合は、warn time をエラーボックスに表示されているハートビート・パケットの最長間隔に設定

します。その後もエラーが出るようであれば warn time を増やしてください。deadtime は常に warn time 以下であ

る必要がありますので、注意して設定してください。 

 

 deadtime をwarn time の倍の時間に設定します。warntime をdeadtime よりほんの少し短い時間に設定します。 
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機能: フェールオーバータスク 

フェールオーバー設定可能な iSCSI ボリューム・タスクが表示されます。 

 

 

タスクをフェールオーバー設定する場合は左欄の iSCSI Tasks リストから右欄の Failover Tasks にタスクを移動してくだ

さい。タスク設定などの作業は Failover manager でフェールオーバーを開始する前に完了してください。 

フェールオーバー稼働中にタスクを削除する場合は構成 → ボリューム・マネジャー → 複製タスクで削除してくださ

い。 

 

NOTE フェールオーバーするタスクはプライマリ・ノードでのみ設定可能です。 

 

NOTE iSCSI タスクを右欄のフェールオーバー タスクに移動するためにはデカンダリ・ノード側で自動的に作成さ

れる reverse タスクが起動している必要があります。 
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機能: フェールオーバーマネジャー 

この機能を使用して該当システムでフェールオーバーの開始、停止又はモード変更します。 

 

 

プライマリ・ノード  Start、Stop は両方のノードを制御します。 

セカンダリ・ノード  セカンダリ・ノードのみを制御します。 

 

アクティブなノードを変更する場合は Manual failover ボタンをクリックします。Manual Failover ボタンをクリックすると

プライマリ・ノードは Suspend モードとなり、セカンダリ・ノードが Active となります。 

セカンダリ・ノードがアクティブになった時点でボリューム・レプリケーションは中止されます。 

アクティブ・ノードであるセカンダリ・ノードのデータをプライマリ・ノードと同期させるためには、セカンダリ・ノードで

Sync volumes ボタンをクリックします。 

Failback ボタンを押すとアクティブ・ノードをプライマリ・ノードに戻します。 

アクティブ・ノード変更が行われた後、セカンダリ・ノードは Passive モードに戻ります。ただし、Failback ボタンは

Sync Volumes が終了した場合のみ選択可能となります。Failback が完了すると、プライマリ・ノードは次のフェール

オーバーに備えることが可能となります。 

 

NOTE Manual failover、Failback などノードのアクティブ状態の変更はフェールオーバー・タスク内のすべてのボリ

ュームの整合性がとれ、レプリケーションが正常に動作している場合のみ操作可能です。また、レプリケー

ション・プロセスがデータをアップロードしている最中は Manual failover、Failback の操作はできません。 
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iSCSI フェールオーバー設定例 

以下にフェールオーバー設定例を示します。 

 

構成図（例） 

 
1. セットアップ → ネットワーク 

プライマリー側、セカンダリー側それぞれのシステムで物理的なネットワーク構成を設定します。 

その中にはボンディング、IP アドレス、DHCP 設定などを含みます。 

 

※本例ではネットワークの設定をそれぞれ以下の様に設定します。 

 

プライマリー側：    セカンダリー側： 

eth0  172.16.3.131    172.16.3.132 

eth1  10.10.10.1    10.10.10.2 

eth2  192.168.10.1    192.168.10.2 

 

2. 構成 → ボリューム・マネジャー （及びボリューム・レプリケーション） 

セカンダリ- 側で iSCSI ボリュームをボリューム複製付きで作成します。 

 
 

NOTE レプリケーション用に ”0.12GB” 追加容量が必要になります。 
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3. プライマリ側でも同じ容量の iSCSI ボリュームをボリューム複製付きで作成します。 

 

 
NOTE レプリケーション用に ”0.12GB” 追加容量が必要になります。 

 

 

4. セカンダリー側で”構成”→”ボリューム・マネージャー”→”ボリューム・レプリケーション”を選択し、ボリュー

ム・レプリケーション・モードを同期先に設定、そしてミラーサーバーIP 欄にプライマリー側の IP アドレスを入

力し、それぞれ”適用する”をクリックします。 

 
 

5. プライマリー側も同様にメニューを選択し、ボリューム・レプリケーション・モードを同期元に設定し、ミラーサ

ーバーIP 欄にセカンダリー側の IP アドレスを入力します。 
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6. プライマリー側でボリューム・レプリケーション・タスクを作成します。 

 

 
 

7. 作成したタスク名が“Ｖレプリケーション”のメニューに表示されますので、このタスク名を指定し、レプリケー

ション・タスク・マネジャーでそのタスクを開始“ をクリック”します。 
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8. プライマリー側で“構成” → “iSCSI ターゲット・マネジャー”を選択し、ターゲット名を入力して iSCSI ターゲットを

作成します。 

ここでは、ターゲット名を例として”iqn.2012-10:dssv.target0”としています。 

 
 

9. プライマリー側で作成したターゲットを選択し、LUN をそのターゲットに接続します。 

iSCSI ターゲット名、SCSI ID、LUN を確認して iSCSI ターゲットを作成します。 

 ターゲット名     (例: iqn.2012-10:dssv.target0) 

 SCSI-ID            (例: mcwGEhI977kZx6nT) 

 LUN#               (例: 5)  

その後、 "+" ボタンを押してターゲットを起動します。 

 
 

 

 

NOTE "-" ボタンを押して LUN の接続をターゲットから切断するたびに SCSI-ID と LUN#はデフォルト値にリセッ

トされます。"+" ボタンを押す前にプライマリ・ノードの SCSI-ID と LUN#をセカンダリー・ノードにコピーして

ください。プライマリー・ノードとセカンダリー・ノードの設定が完全に同一でないとフェールオーバーの際、

イニシエータから認識されない場合があります。 
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10. セカンダリー側でもターゲット名を入力して iSCSI ターゲットを作成します。 

その際、iSCSI ターゲット名、SCSI ID、LUN をプライマリー側と完全に同一にして iSCSI ターゲットを起動しま 

す。 

また、VMware、Virtualiron などの仮想化ソフトウエアを使用する場合、LUN は０以外を選択してください。 

また、RO、WB には絶対にチェックを入れないでください。 

CHAP の設定は仮想化ソフトウエアによってはサポートしていないので十分ご注意ください。 
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11. プライマリー側システムで、“セットアップ”→“ネットワーク”→”インターフェイス”を選択し、フェールオーバー内で

iSCSI 接続に使用するNIC(この例ではeth0)に仮想 IPアドレス、ネットマスク、ブロードキャスト・アドレスを設定し

ます。 

 
 

NOTE 以下の様な警告が表示されますが、OK をクリックしてください。 

 

 
 

 

12. プライマリー側システムの同期用の NIC（ハートビート線 eth1 など）に互いを参照する冗長接続設定をします。 

 
NOTE 冗長接続設定には、最低 2 本のネットワークが必要になります。 

        ここでは、eth1 の他に eth0 も同じ様に設定します。 
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13. セカンダリー側システムで“セットアップ”→“ネットワーク”→”インターフェイス”を選択し、フェールオーバー内で

iSCSI 接続に使用するNIC(この例ではeth0)に仮想 IPアドレス、ネットマスク、ブロードキャスト・アドレスを設定し

ます。 

 
 

NOTE 以下の様な警告が表示されますが、OK をクリックしてください。 

 

 
 

 

14. セカンダリー側システムで同期用の NIC（ハートビート線 eth1など）に互いを参照す

る冗長接続設定をします。 

 
 

NOTE 冗長接続設定には、最低 2 本のネットワークが必要になります。 

        ここでは、eth1 の他に eth0 も同じ様に設定します。 
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15. プライマリ側で“セットアップ”→”ネットワーク”→”フェールオーバー”を選択し、フェールオーバー構成を設定

します。プライマリ側と指定し、セカンダリ側 IP アドレス、ping ノードを設定します。 

 
 

16. セカンダリー側で“セットアップ”→”ネットワーク“→”フェールオーバー“を選択し、フェールオーバーを設定し

ます。ここでは、”ローカルホストのセカンダリノードと指定”を選択し、プライマリ側 IP アドレスを設定します。 
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17. プライマリー側で、“セットアップ”→”ネットワーク”→”フェールオーバー”を選択し、Failover service で iSCSI

を選択します。 

 
 

18. プライマリー側で“セットアップ”→”ネットワーク”→”フェールオーバー”を選択し、フェールオーバー タスク内

のタスクを右欄に移動することによりタスクを作成します。 

   （フェールオーバー タスクはレプリケーション タスクと同一です。） 
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19. プライマリ側のフェールオーバー マネジャーを使用してフェールオーバーを開始します。 

セカンダリ側では自動的にそのタスクの reverse タスクが開始します。 

 

 
 

NOTE    フェールオーバーのステータスに関する電子メール通知を受け取る場合はセットアップ→管理者で電子メ

ール通知設定してください。 

 

正常に設定が完了すると、プライマリー側では以下の様なステータスになります。 

 
 

セカンダリー側は以下の通りです。 
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4-1-2.管理者 

機能: 管理者アクセス  

この機能を使用して、サーバー管理へのアクセスを制限します。 

 
 

ポートの設定   HTTPS ポートを変更できます (デフォルトは 443) 

IP アドレス    サーバー Web 管理へのアクセスを許可する IP アドレスを割り当て 

ることができます (複数の場合はセミコロンで区切ります)。このフィー 

ルドを空白にすると、アクセス制限はなくなります。 

パスワードなしでコンソールをロック コンソール (および LCD キー) へのアクセスを無効にします。 

パスワード付きでコンソールをロック コンソール (および LCD キー) にアクセスするには、パスワードを 

     入力する必要があります。このパスワードは 8 文字で、1 ～ 4 の 

数字だけを使用する必要があります。 

コンソールのロック解除  コンソールへのアクセスを制限しません。 

 

NOTE   ネットワーク内のすべてのコンピュータが DHCP を介して IP アドレスを取得している場合、この機能を使

用する際は注意が必要です。リース終了後に現在の IP が新しい IP アドレスに置き換えられる可能性

があります。コンソールのロック機能を使用する場合は注意が必要です。IP アドレスを間違って設定する

と、コンソールからデフォルトの管理者アクセスにリセットできなくなります。デフォルト設定に戻すには、iX

モジュールのソフトウエアを再更新します。詳細については、テクニカル サポートまでお問い合わせくださ

い。 

 

機能: 管理者のパスワード  

この機能を使用して、サーバー管理アカウントのパスワードを変更できます。 

 
 

パスワードの入力  新しいパスワードを入力してください。 
パスワードの確認入力 パスワードの確認入力です。 

 
パスワードには次の文字を使用できません。 

 文字: ' " ` 

 スペース  

各アカウントのデフォルトのパスワードは admin です。 

 

NOTE パスワードは大文字小文字が区別されます。セキュリティの理由から、入力したパスワードは表示されま

せん。Shift キーと Caps Lock キーの状態を確認して入力してください。 
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機能: 電子メール通知  

重要なイベント、重大なエラー、警告などが発生した場合、サーバーから管理者に電子メール通知を送信できます。この

機能を有効にするには、[エラーの送信] をオンにします。 

 
 

電子メール    通知の送信元の電子メール アドレス。 
このアカウントは認証が必要  チェックボックス 

アカウント名   通知の送信元の電子メールのアカウント名。 

パスワード    上で指定したアカウント名のパスワード。 

SMTP サーバー  SMTP サーバー名。 

送信先電子メール   通知の送信先の管理者の電子メール アドレス。 

ポート    SMTP サーバーのポート番号。 

暗号化    チェックボックス 

 

テスト メッセージを送信する場合は、[テスト メッセージの送信] オプションをオンにします。電子メール通知を暗号化

する場合は、[暗号化] オプションをオンにします。暗号化すると電子メールは TLS プロトコルで暗号化され送信されま

す。 

機能: SSL 認証機関  

管理タスクを行うために接続するたびに、Web ブラウザによって自動的に Web 管理ツールの身元を確認するには、

SSLCert.crt リンクをクリックして、ブラウザの証明書管理システムに証明書をダウンロードしてインストールします。 
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機能: SNMP 設定  

この機能を使用して、v2 または v3 の SNMP プロトコルを介したアクセスを使用できます。 

 
 

SNMP を使用して、さまざまな情報を取得できます (CPU の使用量、システム負荷、メモリ情報、イーサネット ト

ラフィック、実行中のプロセス)。システムの場所とシステム担当者は、情報取得専用です。たとえば、SNMP クライ

アントから接続すると、自分の場所と名前が表示されます。 

バージョン 3 の SNMP は、コミュニティとパスワードで送信と認証を暗号化しました。 

バージョン 2 の SNMP は、転送を暗号化せずに、認証はコミュニティによってのみ行われます。 

 

設定するコミュニティは最大 20 文字まで、パスワードは少なくとも 8 文字にします。 

 

NOTE   SNMP プロトコル、MIB-II 標準に準拠しています。MIB の一覧は以下の通りです:  

 mib-2.host 

 mib-2.ip 

 mib-2.tcp 

 mib-2.udp 

 mib-2.interfaces 

 mib-2.at 

 system. 

機能: UPnP 設定  

この機能を使用して UPnP プロトコルでデバイスを認識することが可能となります。 
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機能: リモートコンソールアクセス  

ssh プロトコル (セキュア シェル) を使用してコンソール ツールをリモート管理できます。デフォルトのユーザーは「cli」で

す。この名前を変更することはできませんが、パスワードは変更できます。 

 
 

許可 IP   サーバー リモート アクセスを許可する IP アドレスを割り当てることができま 

す。(複数の場合はセミコロンで区切ります)。このフィールドを空白にすると、アク 

セス制限はなくなります。 

ポートの設定  大きなポート番号はポート スキャナから不可視なので、セキュリティの理由か 

ら、デフォルトのポートは 22222 になっています。既に使用されていない限り、 

ポートは 1024 ～ 65535 の範囲で変更できます。 
パスワード   パスワードの長さは最小 8 文字です。強力なパスワードを使用してください。 

パスワードの確認入力 パスワードの確認入力です。 
 

パスワードには次の文字を使用できません。 

 ' " ` ^ & $ # [ ] \/ | * 

 スペース 

 

Linux/MacOSX システムからサーバーに接続するには、次のコマンドを使用します。 

ssh -2 -p 22222 -l cli address_ip  

 オプション: -2 は、接続に使用される ssh プロトコルのバージョンです。 

 オプション: -p は、リモート アクセス用のポートです。 

 オプション: -l は、ユーザーです (この製品では、ユーザー名を「cli」にする必要があります)。 

 オプション: address_ip は、接続先のサーバーのアドレスです。 

 

リモート アクセス用としてサーバーで入力したパスワードが要求されます。 

Microsoft Windows からサーバーに接続するには、ssh クライアント Putty (www.putty.nl) が利用できます。Putty 

クライアントの設定例は下記になります。 

 

1. [Host Name] (または IP アドレス) フィールドに、サーバーの IP アドレスを入力します。 

2. [Port] フィールドに、サーバーの GUI と同じポート (デフォルトは 22222) を入力します。 

3. [Protocol] では「SSH」を選択します。 

4. [Category: Connection]  [Data] → [Auto-login-username] に「cli」と入力します。 

5. [Terminal] → [Keyboard] → [The Function Keys and keypad] で「VT100+」を選択します。 

6. [Category Session] で[Saved Sessions] にセッション名を入力し、[Save] をクリックします。 

7. 次に、新しく保存されたセッションをクリックし、[Open] をクリックして、パスワードを入力します。

[Auto-login-username] を入力しなかった場合は、ユーザー名を入力するように要求されます。「cli」と入力し

てください。 
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機能: API 構成 

ssh プロトコル (セキュア シェル) を使用してシステムをリモート管理できます。デフォルトのユーザーは「api」です。この

名前を変更することはできませんが、パスワードは変更できます。 

 
 

許可 IP   サーバー リモート アクセスを許可する IP アドレスを割り当てることができま 

す。(複数の場合はセミコロンで区切ります)。このフィールドを空白にすると、アク 

セス制限はなくなります。 

ポートの設定  大きなポート番号はポート スキャナから不可視なので、セキュリティの理由か 

ら、デフォルトのポートは 22223 になっています。既に使用されていない限り、 

ポートは 1024 ～ 65535 の範囲で変更できます。 

パスワード   パスワードの長さは最小 5 文字です。強力なパスワードを使用してください。 

パスワードの確認入力 パスワードの確認入力です。 
 

パスワードには次の文字を使用できません。 

 ' " ` ^ & $ # [ ] \/ | * 

 スペース 

 

Linux/MacOSX システムからサーバーに接続するには、次のコマンドを使用します。 

ssh -2 -p 22223 -l api ip_address command 

 

 オプション: -2 は接続に使用される ssh プロトコルのバージョンです。 

 オプション: -p はリモート アクセス用のポートです。 

 オプション: -l はユーザーです (この製品では、ユーザー名を「ａｐｉ」にする必要があります)。 

 オプション: ip_address は、接続先のサーバーのアドレスです。 

 オプション: help と入力するとコマンド一覧が表示されます。 

 

API 用としてサーバーで入力したパスワードが要求されます。 

認証は generate and download をクリックした後に生成されるキーを使用してパスワード無しで行うことも可能です。

GNU/Linux システムを使用している場合はキー・ファイルがオーナーのみに Read 権限があるように設定してくだ

さい。(400) 

キーを使用した場合のコマンド例： 

ssh /-i path_to_the_downloaded_key -2 -p 22223 -l api ip_address command  

 

 オプション: -i はダウンロード キーファイルへのパスを記述します。 

 オプション: -2 は接続に使用される ssh プロトコルのバージョンです。 

 オプション: -p はリモート アクセス用のポートです。（デフォルト：２２２２３） 

 オプション: -l はユーザーです (この製品では、ユーザー名を「api」にする必要があります)。 

 オプション: ip_address は、接続先のサーバーのアドレスです。 

 オプション: help と入力するとコマンド一覧が表示されます。 

 

NOTE generate and download ボタンを押すごとに新しいキーが発行され、以前のキーは失効します。 



31 

 

4-1-3.ハードウエア RAID 

 

オンボードに搭載されているハードウエア RAID 装置の設定が可能です。リモート管理ツールを利用する際のパスワード

設定を除き、ハードウエア RAID の設定はデフォルトでご利用下さい。 

ハードウエア RAID 装置の設定の中には、データの消去が可能な操作、パフォーマンスや動作に影響する設定項目が含まれ

ております。 

 

機能: Intel/LSI SAS 管理 

 

LSI SAS MegaRAID Storage Manager ツールにログインするために必要なユーザーを設定できます。 

 

ユーザー (アクセス)   ユーザーは、MegaRAID Storage Manager 構成ツールへのフル アクセス (raid)  

    または読み取り専用アクセス (raidview) が可能です。raid ユーザーのデフォル 

    トのパスワードは「raid」、raidview ユーザーは「raidview」です。 

パスワードの入力   ユーザーのパスワード。 
パスワードの確認入力  パスワードを再入力します。 

 

NOTE   LSI MegaRAID Storage Manager ツールを使用する場合は、認証なしの SMTP サーバーを使用した電子

メール通知を設定できます ([Email (電子メール)] オプション)。 

 

NOTE   電子メール通知をオンにすると ([セットアップ] → [管理者] → [電子メール通知])、[System Log (システム 

ログ)] オプションによって記録された「Fatal (致命的)」および「Critical (重大)」なエラーが内部電子メール

通知システムによって送信され、状態が「エラー」として表示されます。MegaRAID Storage Manager ツール

では、[System Log (システム ログ)] オプションがデフォルトで有効になっています。 
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機能: コントローラー構成 

 

 

注意： 設定を誤って実行するとシステムのパフォーマンスが低下する可能性がございます。サポートより指示 

 がある場合を除き、変更操作を行わないで下さい。 

 

リビルドレート  コントローラが管理可能な物理ディスクのリビルドレートを設定可能です。 

リビルドレートはフェール下ディスクのデータを再構築するときのリソースの付与 

率です。レートはパーセントで指定し、デフォルトは３０％です。 

パトロール読み取りレート コントローラが管理可能な物理ディスクの確認用リードレートを設定可能です。 

    パトロールリードレートは確認するときのリソースの付与率です。レートはパーセ 

    ントで指定し、デフォルトは３０％です。 

整合性確認レート  アレイの整合性を確認するときのリソースの付与率です。レートはパーセントで 

    指定し、デフォルトは３０％です。  

リビルドレート  コントローラが管理可能な物理ディスクの再構築レートを設定可能です。レート 

    はパーセントで指定し、デフォルトは３０％です。 

アラーム状態  コントローラ上のオンボードアラームを使用、不使用設定可能です。デフォルトは 

    不使用設定です。 
自動リビルド  このオプションが使用設定で、ディスクの一台がグローバルホットスペア設定さ 

    れている場合、RAID のディスクに損傷があった場合は自動的にスペアを使用し 

    て RAID を再構築します。（RAID０を除く） 

バッテリー警告  Cloudy ix シリーズではバッテリは利用していません。 
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機能: バッテリーステータス 

 
 
Cloudy iX シリーズではバッテリは利用しておりません。 

 

機能: 物理ディスク構成 

 
 

注意： サポートより指示がある場合を除き、変更操作を行わないで下さい。 

 

機能: 外部構成リストア 

 
 

注意： サポートより指示がある場合を除き、変更操作を行わないで下さい。 
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機能: 新規論理ディスクの作成 

 
 

注意： サポートより指示がある場合を除き、変更操作を行わないで下さい。 

 

機能: 論理ディスク構成 (論理ディスクを選択して表示されるメニュー) 

 
 

注意： サポートより指示がある場合を除き、変更操作を行わないで下さい。 
 

機能: 物理ディスク構成 (論理ディスクを選択して表示されるメニュー) 

 
 

注意： このメニューには物理ディスクが表示されない場合がございます。サポートより指示がある場合を除き 

 変更操作を行わないで下さい。 

 

機能: RAID マイグレーション (論理ディスクを選択して表示されるメニュー) 

注意： サポートより指示がある場合を除き変更操作を行わないで下さい。 
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機能: 情報 (論理ディスクを選択して表示されるメニュー) 

 
 
RAID 論理ディスクの情報を確認可能です。 

 

機能: 取り外し (論理ディスクを選択して表示されるメニュー) 

注意： サポートより指示がある場合を除き変更操作を行わないで下さい。 

 

 

4-1-4.ソフトウエア RAID 

 
iX シリーズではハードウエア RAID の機能をご利用下さい。RAID コントローラーの操作に関しては“Cloudy2 2U-12Bay ラック

マウント NAS サーバークイックインストールマニュアル”を参照下さい。 
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4-1-5.ファイバチャンネル 

 

ファイバ チャンネルコントローラが検出されると、ハードウエアに固有のユーティリティとオプションが表示されます。 

 

機能: QLOGIC 管理 

 
 
Qlogic 社の QLA23xx 又は QLA24xx シリーズ・コントローラが取り付けられている場合コンソール ツールでコマンド ラ

イン ツールを使用できます。 

 

QLA23xx はリモート管理も可能です。構成画面にアクセスするには QLOGIC 社ホームページから SANsurefer を

ダウンロードしてデーモンをインストールしてください。システムにインストールしたら該当サーバーにアクセス可能

なように構成してください。正しい構成方法はオンライン・マニュアルなどを参照して行ってください。設定のための

必要情報を手元にご準備下さい。(IP アドレス、ユーザー名、パスワードなど) 

 

NOTE  異なるファミリー（例えば２Gb と４Gb）を同時に使用することはできません。 

 

機能: QLOGIC ターゲット/イニシエータ 

 

この画面で接続されているすべての QLOGIC HBA を確認することが可能です。 

 

I / T  表示されている QLOGIC HBA を I イニシエータまたは T ターゲット設定できます。 

 

NOTE QLOGIC HBA であっても QLA22XX 又は QLA23XX 製品ファミリー、および QLE2562 外の製品の場合タ

ーゲット・オプション I / T は使用不可能です。 
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4-1-6.iSCSI イニシエータ 

 

すべての接続済 iSCSI サーバー ポータルのリストが表示されます。ポータル IP をクリックすると、ポータル ターゲット

を管理したり、ポータルを削除することができます。 

 

機能: 新ポータルサーバーの追加 

この機能を使用して、リモートの iSCSI サーバーに接続し、新しいポータル・サーバーとして登録できます。作成されたポ

ータル サーバーは左欄の Portals に表示されるようになります。 

 
 

設定項目は以下の通りです； 

 

Portal IP   iSCSI サーバーの IP アドレスを入力して下さい。 

Portal Port   iSCSI サーバーを運用するポートを設定して下さい。（デフォルト値は３２６０です。） 

CHAP enable  CHAP 認証を使用する場合は、ここで CHAP enable にチェックを入れ使用設定します。 

使用設定すると CHAP ユーザー名と secret を入力可能となります。 

機能: iSCSI イニシエータ名 

この機能を使用して、iSCSI イニシエータの名称またはエイリアスを変更可能です。 

 
 

Name  iSCSI イニシエータ名は半角英数字と次の文字を使用可能です。大文字、小文字は区別されず、入力 

  文字はすべて小文字で表示されます。スペース、下線は使用できません。 
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機能: ポータルマネジャー  

選択した iSCSI ポータル サーバーから使用可能なターゲットを表示できます。iSCSI ターゲットに接続するには、その名

前を選択し、[connect (接続)] ボタンをクリックします。ターゲットの CHAP 認証が有効になっている場合は、ターゲット名を

選択し、ユーザー名、シークレットを入力します。 

 
 

接続済のターゲットは、構成→ボリューム・マネジャーに表示されます。これらのターゲットは、ローカル ユニットと

同じように管理し、同じ操作を実行できます。 

 

NOTE ターゲットを接続解除するには、iSCSI イニシエータのツリーでターゲット名を選択し、[接続解除] ボタンを

クリックします。iSCSI ポータル サーバーを削除するには、最初に、そのサーバーからすべてのターゲット

を接続解除する必要があります。 

 

機能: ポータルの削除機能  

この機能を使用して、選択したポータル サーバーを削除できます。 

 
 

NOTE    すべてのターゲットが接続解除されている場合にのみ、ポータル サーバーを削除できます。ポータル サ

ーバーからターゲットを接続解除するには、iSCSI イニシエータ ツリーでターゲットを選択し、[接続解除] 

ボタンをクリックします。 

 

機能: ターゲットマネジャー  

接続されたターゲットの名前とサイズが表示されます。[接続解除] 機能を使用して、ポータル サーバーからターゲットを

接続解除することもできます。 
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機能: 接続解除  

選択したターゲットをポータル サーバーから接続解除できます。 

 
 

NOTE 選択したターゲットがボリューム・グループまたはソフトウエア RAID のユニットとして使用されていない場

合にのみ、ターゲットをポータル サーバーから接続解除できます。使用されている場合は、最初にコンソ

ール ツールでボリューム・グループまたはソフトウエア RAID ユニットを削除してください。（コンソールで 

F1 を押すとキーボード ショートカットが表示されます) 
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4-1-7.ハードウエア 

 

機能: UPS 設定   

UPS メニューで、UPS (無停電電源装置) デバイスを設定できます。UPS の使用にチェックを入れると詳細設定画面が表

示されます。 

 
 

この設定では、UPS モデル、ケーブル タイプ、接続ポート (シリアル ポートまたは USB)、およびタイムアウトの

長さを選択できます。タイムアウトは、電源の障害が発生してからシステムがシャットダウンされるまでの時間を定

義します。 

 

UPS ベンダの設定   UPS メーカーをチェックで選択します。現在は APC または MGE から選択可能で 

    す。 

 

UPS モード 

シングル    この UPS に接続されている唯一のシステムであり、ネットワーク内の他のシス 

    テムをリモート シャットダウンするために必要なアクションがないことを意味しま 

す。 

Master / Server  UPS に接続されており、ネットワーク内の他のシステムをシャットダウンするた 

    めにネットワークに信号を送信します。 

Slave / Client  UPS マスタからの「電源切断信号」に応答して動作します。 
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APC 製品を使用した場合以下の追加オプションが使用可能です。 

Single 設定 (APC) 

UPS モデル   使用している UPS のモデル名 

ケーブルタイプ  APC UPS を使用した場合のケーブルタイプ 
ポート   UPS のポート設定 

タイムアウト   タイムアウトで電源に障害が発生してからシステムシャットダウンまでの時間を 

    設定します。 

タイムアウト - Battery Limit (バッテリ リミット)  
このオプションは、バッテリが持続する限りシステムを維持します。充電が 5% になった場合、または完全に

放電するまで 3 分になった場合に、システムがシャットダウンされます。 

システムのシャットダウン後に UPS をオフ  
このオプションは、UPS の EEPROM の Shutdown grace delay (SLEEP) パラメータで設定される時間後に

デバイス をオフにします。 

 

Server 設定: (APC) 

UPS モデル   使用している UPS のモデル名 

ケーブルタイプ  APC UPS を使用した場合のケーブルタイプ 

ポート   UPS のポート設定 

タイムアウト   タイムアウトで電源に障害が発生してからシステムシャットダウンまでの時間を 

    設定します。 

タイムアウト - Battery Limit (バッテリ リミット)  
このオプションは、バッテリが持続する限りシステムを維持します。充電が 5% になった場合、または完全に

放電するまで 3 分になった場合に、システムがシャットダウンされます。 

システムのシャットダウン後に UPS をオフ  
このオプションは、UPS の EEPROM の Shutdown grace delay (SLEEP) パラメータで設定される時間後に

デバイス をオフにします。 

サーバー ネットポート  マスターに接続する TCP ポート 

 

Client 設定： (APC) 

ユーザーＩＰ   APC UPS でマスター設定しているものの IP アドレス。 

サーバー ネットポート  マスターに接続する TCP ポート 

 

MGE 製品を使用した場合以下の追加オプションが使用可能です。 

Single 設定: (MGE) 

UPS モデル   使用している UPS のモデル名 

ポート   UPS のポート設定 

タイムアウト   タイムアウトで電源に障害が発生してからシステムシャットダウンまでの時間を 

設定します。 

タイムアウト - Battery Limit (バッテリ リミット)  
このオプションは、バッテリが持続する限りシステムを維持します。充電が 5% になった場合、または完全に

放電するまで 3 分になった場合に、システムがシャットダウンされます。 

 

マスター設定: (MGE) 

User name    スレーブ UPS から接続する際のユーザー名 
Password    スレーブ UPS から接続する際のユーザー名に対応したパスワード 

Slave IP   MGE UPS でスレーブ設定しているものの IP アドレス 

UPS モデル   使用している UPS のモデル名 

ポート   UPS のポート設定 

タイムアウト   タイムアウトで電源に障害が発生してからシステムシャットダウンまでの時間を 

    設定します。 

タイムアウト - Battery Limit (バッテリ リミット)  

このオプションは、バッテリが持続する限りシステムを維持します。充電が 5% になった場合、または完全に

放電するまで 3 分になった場合に、システムがシャットダウンされます。 
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スレーブ設定: (MGE) 

User name    マスターUPS に接続する際のユーザー名。マスターUPS に登録されている必要 

があります。 

Password    マスターUPS から接続する際のユーザー名に対応したパスワード 

Master IP   MGE UPS でマスター設定しているものの IP アドレス 

タイムアウト   タイムアウトで電源に障害が発生してからシステムシャットダウンまでの時間を 

    設定します。 

タイムアウト - Battery Limit (バッテリ リミット)  

このオプションは、バッテリが持続する限りシステムを維持します。充電が 5% になった場合、または完全に

放電するまで 3 分になった場合に、システムがシャットダウンされます。 

 

NOTE UPS を マスター、スレーブで連動させるためには同じメーカーの UPS デバイスが必要です 

 

機能: タイムゾーンの設定  

地域に応じたタイム ゾーンを選択します。 

 
 

機能: 時刻の設定  

この機能を使用して、時刻と日付を設定できます。 

 
 

マニュアル   hh:mm:ss yyyy-mm-dd 形式で、時刻と日付を入力します。 

この PC 時刻を使用 （ ） Web ブラウザを実行している PC から時刻と日付が取得されます。 

NTP サーバー  NTP サーバーから時刻と日付が取得されます。この場合は、インターネット ア 

    クセスと適切なネットワーク設定、特にゲートウェイと DNS が設定されているこ 

    とを確認してください。NAS コンソールから ping を使用して、インターネット ア 

    クセスが適切かどうかをチェックできます (コンソールで F1 を押すとキーボード 

 ショートカットが表示されます)。このオプションを使用するには、[Clock settings  

(時計の設定)] 機能で正しい NTP サーバーを設定する必要があります。 

 

また、[NTP を使用して継続的に調整] オプションもあります。このオプションは、システム時間を監視し、ローカル

時間とサーバー時間の時差が変化した場合に時間を修正します。特に複数のドメインを使用する場合は、このオ

プションをオンにすることをお勧めします。 

 

NOTE サーバーが正しく機能するには、時刻の設定がたいへん重要です。特にレプリケーションの場合は必須で

すので注意してください。システムが外部アクセスするためにはゲートウェイと DNS ネットワーク (ホスト

名の場合) を設定しておく必要があります。 
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4-1-8.画面表示 

 

機能: 言語の設定  

使用する言語を選択し、[適用] ボタンをクリックします。現在利用可能なのは Japanese 日本語、English（英語）です。 
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4-2.構成 
ボリューム・グループの設定、各種サービスの起動設定、NAS リソース（共有設定、ユーザー、グループ）、iSCSI のターゲ

ットの設定できます。 

 

4-2-1.ボリューム・マネジャー 

ボリューム・マネジャー機能を使用してボリュームのユニット(ハード ドライブまたは RAID アレイ)を参照したり、ボリュー

ム内容を変更することが可能です。 

 

4-2-1-1.ボリューム・グループ 

機能: ユニットの再スキャン  

この機能は、システムを再スキャンして新しいユニットを探します。 

 
 

機能: ユニットマネジャー  

この機能を使用して、物理記憶装置、つまりユニット (ハード ドライブまたは RAID アレイ) を管理できます。使用可能と

表示されているユニットを使用して、新しいボリューム・グループの作成、新ダイナミック・ボリュームの作成、既存のボリュ

ーム・グループの容量拡張が可能です。さらに２個以上のユニットを一個のボリューム・グループにすることも可能です。 

 
 
選択したユニットを使用して以下を実行可能です： 

 新規ボリューム・グループを作成 

 New dynamic volume を作成 

 既存のボリューム・グループの容量拡張 

 

作成するとページがリロードされ状態表示が使用中になります。ボリューム・グループに対するオペレーションは左

欄のボリューム・グループ名に表示されるボリューム・グループを選択して行います。選択した後のボリューム・マ

ネジャーで NAS ボリューム、iSCSI ボリューム、FC ボリュームを作成可能です。 

 

ディスク表記: 

 S0,S1, ..., S[x] - S が付いた各ディスクは、SATA/JBOD/RAID ユニットの 1 つです。 

 H0,H1, ..., H[x] - H が付いたユニットは IDE ユニットです。 

 MD0,MD1, ..., MD[x] - これはソフトウエア RAID を表します。 
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NOTE   ユニットが既に追加されている場合、それを Web 管理で削除することはできません。コンソールの拡張メ

ニュー(Ctrl+Alt+x)で [Delete content of units (ユニットの内容の削除)] を使用すると、既にボリューム・グ

ループで使用されているユニットを再度使用可能にすることができます。その場合は、ユニットからすべて

のデータが削除されることに注意してください。 

 

NOTE 容量が 5GB 以上のユニットだけを使用できます。5GB より小さなユニットはサポートしていません。 

 

機能: ドライブ検出  

 

この機能を使用して、サーバー・ケージ内のディスク LED を点灯させることにより識別できます。 

 
 

[開始] ボタンをクリックすると、適切なディスクで読み取りが開始され、ディスク動作 LED を識別

することで、動作中のディスクを特定できます。この機能を正しく使用するには、ハード ドライブで

他のアクティビティが発生していてはなりません。 

 

NOTE 1 分以内に検索を停止しないと (該当チェックボックスをオフにし、フォームを適用)、識別

は 1 分後に自動的に停止されます。この機能を通常の運用中に使用することは、サーバ

ーの速度の低下につながるため、お勧めできません。 
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作成されたボリューム・グループをクリックして現れるメニュー 

この機能を使用して、各ボリューム・グループの個々の設定をすることが可能です。左欄のボリュ

ーム・グループ一覧より設定するボリューム・グループを選択します。 

 

機能: 割り当てられたユニット  

この機能を使用して、このボリューム・グループに接続されている物理ユニットを表示できます。 

 
 

 

 

機能: ボリューム・マネジャー 

この機能を使用して、次の操作を行うことができます。 

 
 

 NAS (N)、iSCSI (I)、Fibre Channel (FC) の各ボリュームの新規作成または容量拡張 

 ディスク スペースをプール用に予約 

 スナップショットの作成、拡張、削除 
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既存の NAS 、 iSCSI 、FC ボリュームに記憶領域を追加するには、ドロップダウン メニューから “展開[LV] ”を

選択し、追加するストレージ容量はスクロールバーを使用してサイズ指定します。 

 

iSCSI ボリュームを作成するときのみ、ドロップダウンメニューでは以下の選択が可能です； 

 自動的に新ターゲットを作成する – 新ターゲットを作成し、新規に作成した iSCSI ボリュームを底

に追加します。 

 既存のターゲットエイリアスに追加する [target_alias] – 新規に作成した iSCSI ボリュームを選択し

たターゲットに追加します。 

 ボリュームの単純作成 – 新規作成された iSCSI ボリュームはターゲットに追加されません。ボリュ

ームをターゲットに追加するには、iSCSI ターゲットマネジャーの機能から追加の操作をします。. 

 

Block I/O 、File I/O （iSCSI ボリュームのみのオプション） 
通常ボリューム・レプリケーションはブロック I/O ですが、iSCSI ボリュームの場合ファイル I/O を選択可能です。ブ

ロック I/O はディスクに直接アクセスする方法で速度が速く、遅延時間が最小限で、可用性も高くなります。不利な

点は内部動作が複雑なこと、そして一般的にコストが高いことです。 

ブロック I/O の場合は論理ボリュームに直接アクセスする I/O となります。ファイル I/O の場合はファイル・キャッシ

ュなどの追加レイヤを使用します。 

VMware やデータベースを使用した場合に十分な安全性と安定性向上を図れるのがファイル I/O です。ファイル

I/O は技術的には IET（iSCSI エンタープライズ・ターゲット）にマウントする XFS パーティションに LUN を構成し、

iSCSI ターゲットを割り当てます。 

 

初期化 （iSCSI のみのオプション） 
iSCSI (I) ボリュームを新規作成したときに選択可能なオプションです。セキュリティの観点からボリューム作成後

に、ボリュームは初期化されます。 

初期化は一度に１ボリュームに対してしか行えません。複数の初期化を指定した場合は Waiting indicator により待

ち時間が表示されます。インジケータ横のボタンをクリックすることにより初期化中のボリュームを順番の最後に移

動することが可能です。初期化が始まっていないボリュームの順番を変更することも可能です。 

 

NOTE 新しいユニットを追加する際は、スワップ用の 4GB の予約領域がそれぞれに必要です (スワップが作

成されていない場合)。ほかに、システム内で使用するための予約領域が 1GB あります。予約プールを

使用するとシステムは自動的にボリュームにシステム領域を作成します。システム領域はレプリケーショ

ンの機能によって必要とされるものです。従いまして、この機能を使用しない危険性を十分熟知している、

試験的に使用する以外の場合は推奨通りにシステム領域を確保することをお勧めします。 
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機能: スナップショット定義   

この機能を使用して、各スナップショットの割り当てを定義できます。 

 
 

名前  スナップショット名 

LV  スナップショットが割り当てられた論理ボリューム（LV）。割り当てられてないときは未割り当てと表示し 

  ます。 

状態 スナップショットの状態を表示します。以下のいずれかです； 

アクティブ   スナップショットがアクティブです。 
非アクティブ  スナップショットは非アクティブです。おそらくオーバーフローのためと思われま 

   す。 

未使用   スナップショットは不使用です。 

 

スナップショット機能を使用すると、システム管理者は特定の時間にボリュームのデータ内容を凍結できます。この

ときから、ユーザーは仮想データ ボリュームに対して作業を行い、ボリュームへの変更はすべて別のパーティショ

ンに保存されます。すべての変更はファイル システムに依存せずに保存されます。これは、ブロック レベルで行

われます。スナップショットが無効/削除にされた場合にのみ、変更は実際のデータ ボリュームに永続的に転送さ

れます。スナップショットは、手動または自動で有効/無効にできます。 

 

NOTE   スナップショット用の予約領域を計算する場合は、適切に行ってください。スナップショットのサイズは、スナ

ップショットを取る間隔にボリュームに対して変化と同じ予測量に設定してください。たとえば、1 時間かか

るスナップショットからのバックアップを行う場合、このスナップショットのサイズは、1 時間に変更される容

量と同じ量に設定してください。変化量 (論理ボリュームで変更されたデータ) がスナップショットの容量を

超えた場合、スナップショットは非アクティブになります。その場合、変更されているデータは失われません

が、スナップショットに凍結されている古いデータセットは、使用できなくなります。 

 

NOTE   スケジュールを定義する場合は、本当に必要な数のスナップショットだけを同時に使用してください。同時

にアクティブなスナップショットがあると、システムの処理速度が大幅に低下する場合があります。 

 

NOTE   手動によるスナップショットの作成と削除は、[セットアップ]  [ボリューム・マネジャー]  [vg 番号)]  機

能: [ボリューム・マネジャー] で実行できます。 
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NAS スナップショットへのアクセス方法  
スナップショットを作成してアクティブにしたら、次の手順を使用してスナップショットにアクセスできます。 

 

1. [構成]  [NAS 基本設定] メニューを選択し、スナップショットにアクセスするためのネットワーク プロトコル

を選択します。これはオリジナルの共有と同じに設定してください。この作業は、一度だけ実行する必要があ

ります。次回スナップショットにアクセスする際にはこの作業は必要ありません。次のプロトコルを使用可能で

す； 

 NFS 

 SMB (ネットワーク環境) 

 FTP 

 AFP 

2. アクティブにしたスナップショットに割り当てる新しい共有を作成します。 

3. [構成]  [NAS リソース] メニューに移動します。 

4. [新しい共有の作成] 機能で共有名を入力します。 

5. [指定したパス]を使用し、アクセスするスナップショットを選択します。 

6. [適用] ボタンをクリックして、共有を作成します。 

これで、指定したネットワーク プロトコルを使用して共有 (スナップショット) を検索できます。 

 

iSCSI ターゲット スナップショットへのアクセス方法  
iSCSI ターゲットのスナップショットを作成してアクティブにしたら、次の手順を使用してスナップショットにアクセス

できます。 

 

1. [構成] →  [iSCSI ターゲット マネジャー)] → [ターゲット] → (ターゲット名) メニューを選択します。 

2. [ターゲット ボリューム・マネジャー] 機能を使用して、アクセスするスナップショットの右側にある [追加] ボ

タンをクリックします。ターゲットに新しい LUN が追加されます。 

 

これで、iSCSI イニシエータに接続し、スナップショット ターゲットを使用できます。 

 

例 (Microsoft Windows 環境): Microsoft iSCSI イニシエータをダウンロードし、次の手順を実行してください。 

1. ソフトウエアを起動し、ターゲットを追加します。 

2. [Target Portals (ターゲット ポータル)] メニューから、IP アドレスとソケット (デフォルトは 3260) を入力しま

す。 

3. [Available targets menu]で作成したターゲットにアクセスします。 

 

これで、システムにスナップショット ターゲットが表示され、それを使用できます。 
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4-2-2. ボリューム・レプリケーション 

 

機能: ボリューム・レプリケーションモード  

 
 
レプリケーション機能を使用設定した各論理ボリュームのレプリケーションモードを設定します。ボリュームは、実行元 

(Source) または実行先 (Destination)のいずれかになります。ボリュームのメタデータをクリア (CM) することもできます。

メタデータは、レプリケーションデータを記述します。メタデータのクリアは、レプリケーション処理を最初から開始する場合

に必要です。 

仮に、実行元ボリューム内のデータが不整合で、実行先ボリュームからデータを復元する場合にも使用可能です。その場

合、実行先ボリュームのレプリケーションモードを実行元モードに変更し、前の実行元を実行先モードに一度変更します。

新しい実行元と実行先で複製を開始する前に、実行先ボリュームのメタデータをクリアしてください。 

複製が完了すると、前の実行元ボリューム内のデータの整合性がとれます。ボリュームが実行先レプリケーションモード

に設定されている場合のボリュームは iSCSI イニシエータに表示されません。 

 

NOTE レプリケーションモードの変更がうまくいかない場合は実行元、実行先、メタデータのクリアのすべてにチェ

ックを入れて一度適用してください。 

 

機能: ミラーサーバーIP  

 

ミラー サーバーの IP アドレスを設定できます。ボリューム・レプリケーションタスクを定義するには、ミラー サーバーの 

IP アドレスを入力する必要があります。レプリケーション先サーバーの IP アドレスを設定する理由はセキュリティです。

これにより、許可された IP アドレスだけがデータを目的のターゲットに送信できるようになります。 

 

WAN オプション： WAN オプションを使用するとインターネット経由で非同期のレプリケーションが可能とな 

   ります。非同期設定する場合は以下の手順で行ってください 

 

1. ルーター１でポート 12000―13999 及び 14000 をサーバー１にディレクトします。 

2. ルーター２でポート 12000―13999 及び 14000 をサーバー２にディレクトします。 

3. サーバー１の WAN ボックスにチェックを入れレプリケーション ID を 6 文字以上 12 文字

以下で入力します。使用可能文字：: a-z A-Z 0-9 

4. サーバー２の WAN ボックスにチェックを入れレプリケーション ID を 6 文字以上 12 文字

以下で入力します。使用可能文字：: a-z A-Z 0-9 

5. サーバー１のミラーサーバーIP 欄にルーター２の IP アドレスを入力します。 

6. サーバー２のミラーサーバーIP 欄にルーター１の IP アドレスを入力します。 

 

   以上で WAN 経由のレプリケーション設定は完了です。 
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機能: 新しいボリューム・レプリケーションタスクの作成  

 
 
この機能を使用して、ボリューム・レプリケーションタスクを作成できます。レプリケーションは、レプリケーション元ボリュー

ムからレプリケーション先ボリュームに同じデータのコピーをリアルタイムで作成します。たとえば、レプリケーション元ボリ

ュームでファイルを作成すると、同じファイルがレプリケーション先ボリュームで作成されます。ボリューム・レプリケーショ

ンを正しく行うには、レプリケーション元ボリュームとレプリケーション先ボリュームが同じサイズである必要があります。レ

プリケーションは、2 つのミラーレプリケーションサーバー間でのみ行われます。 

 

ミラーサーバーIP を設定し、レプリケーションのタスク名を入力します。 

ここでタスク名の右の参照ボタン をクリックするとボリューム・レプリケーションのレプリケーション先をミラーサー

バーIP アドレスに探しに行きます。検索されると実行先ボリューム欄に選択肢として表示されますので、レプリケー

ション先を設定してください。 

必要な情報を設定後、適用するをクリックすればボリューム・レプリケーションタスクが作成されます。必ずタスク名

を確認してください。 

 

ここでは、レプリケーションタスクを作成するだけです。レプリケーションタスクを開始するには[レプリケーションタス

ク マネジャー] 機能で開始してください。 

 

非同期プロトコル 通常のレプリケーションは同期です。レプリケーション先でデータの書き込みが完了しな 

   いとレプリケーション元へのデータ書き込みは完了しません。非同期プロトコルにチェッ 

   クを入れると非同期で運用可能です。この場合、レプリケーション元へデータが到達し、 

   TCP 送信バッファにデータが移動した段階で書き込み完了信号が発信されます。 

 

NOTE   ボリューム・レプリケーション処理は、12000 ～ 13999 からランダムに選択されたポートで実行されます。 

 これらのポートは、送受信用にファイアウォールで開かれている必要があります。 
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機能: レプリケーションタスクマネジャー  

 
 

作成したボリューム・レプリケーションタスクを実行、停止、および削除できます。レプリケーションタスクが実行されている

場合は、論理ボリュームのレプリケーションモードを変更したり、メタデータを削除したり、ミラー サーバーの IP アドレス

を変更することはできません。最初に、レプリケーションプロセスを停止する必要があります。 

 

タスクを開始するには、上図のようにレプリケーションタスクマネジャー内に作成されたタスクが表示されます。 

ここで をクリックしていただくと、ボリューム・レプリケーションが開始されます。これはリアルタイム同期のため開

始時期のみ表示されます。 

 

機能: ボリューム・レプリケーションタスクのスケジュール作成 

 
選択したボリューム・レプリケーションタスクのスケジュールを作成可能です。 

 

コメント レプリケーション スケジュールのコメントを入力可能です。 

時間選択 ボリューム・レプリケーションの開始をドロップダウンリストで選択します。 

今すぐ、時間、スケジュールが選択可能です。 

間隔 タスクを実行する時間間隔で指定可能です。 
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4-2-3.NAS 基本設定 

 

機能: 認証方法  

サーバー管理者は、NAS 共有への次のいずれかのユーザー認証方法を選択できます。 

 
 

ワークグループ (内部 LDAP)  この場合は、NAS リソース メニューですべてのユーザー/グ 

     ループ アカウントを作成する必要があります。[ワークグ 

ループ] 欄には、ネットワーク ワークグループ名を入力して 

ください。新ユーザーはデフォルトで Users グループに割り 

当てられます。 

ワークグループ (外部 LDAP)  外部 LDAP (Lightweight Directory Access Protocol) の場 

     合、NAS サーバーは外部 LDAP サーバーのユーザー/グルー

プ 

     をインポートします。ワークグループ、サーバーIP アドレス 

     欄に入力してください。詳細設定では、ベース DN、LDAP 管 

     理者 DN (識別名)、および LDAP 管理者パスワードを設定で 

     きます。ベース DN は、「dc=server,dc=nas」(DC: ドメイン 

 コンポーネント) のような形式になります。「server」と「nas」 

は、リモート LDAP サーバーと全く同じ設定にしてください。 

 
LDAP 管理者 DN では、以前に入力した DN に「cn=admin」(CN: 共通名) などのプレフィックスを付けて

設定する必要があります。ユーザーは [人]、グループは [グループ]、コンピュータは [コンピュータ] の組

織単位 (OU) にそれぞれ保存する必要があります。 

 

次の図は組織の例を示します。 
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Windows (PDC)    iX では利用できません。 

この場合、NAS サーバーは、ユーザー認証に Windows プライマリ 

ドメイン コントローラ ユーザー データベースを使用します。この方

法 は 、 NT4/2000/2003 サ ー バ ー で 使 用 で き ま す 。 Windows 

2000/2003 サーバーで ADS ネイティブ モードを実行し手いる場合

は Windows (ADS) を使用してください。 

 

NOTE NT4 で動作する PDC サーバーで、接続に関する問題が発生した場合は、次の手順を実行してください。 

1. [スタート]  [プログラム]  [管理ツール (共通)]  [サーバー マネジャー] メニューから、サーバ

ー マネジャーを実行します。 

2. サーバー マネジャー メニューから、[コンピュータ]  [Add to Domain (ドメインに追加)] を選択しま

す。 

警告: NAS リソースが既に追加されている場合は、そのリソースを削除する必要があります。 

3. [コンピュータ名] フィールドに、NAS サーバー名 (NetBIOS 名) を入力します。 

4. [追加] ボタンをクリックして、NAS に Windows (PDC) を設定します。 

5. 次に、NAS サーバーの Web 管理で、[構成]  [NAS-Settings (NAS 設定)] を選択します。 

6. 認証方法として [Windows (PDC)] を選択します。 

7. [サーバー IP] フィールドに、NT サーバーの IP アドレスを入力します。 

8. [Name & Password (名前とパスワード)] フィールドに、NT4 管理者アカウント名とパスワードを入力

します。 

9. [適用] ボタンをクリックします。 

警告: 接続が失敗した場合は、手順 1 からやり直す必要があります。 

 

Windows (ADS) アクティブ・ディレクトリ・サービス Windows 2003/2008 ADS サーバーで使用 

       する場合に選択するオプションです。 

 

 Windows 2003/2008 サーバーの領域名を入力します。 

 領域名は、Windows システムの [マイ コンピュータ] を右クリックして ［プロパ ティ] を選択し、

[コンピュータ名] タブをクリックします。表示されているドメイン名が領域名です。 

 KDC IP アドレスは、その領域と同じシステムから取得する必要があります。 

 管理者のログイン名とパスワードを入力します。 

 [適用] をクリックして、Windows (ADS) ドメインに接続します。 

 

NOTE ADS を認証方法として設定している NAS 共有に AFP（AppleTalk Filing Protocol）を使用して接続する場合

は Mac ワークステーションのプロンプトのユーザー名、パスワードは以下の通り入力して下さい。ユーザー

名：DOMAIN_NAME+USER_NAME ( "+" 文字も必要!) DNS サーバーの IP アドレスはドメインコントローラ

の IP アドレスと同じに設定して下さい。 

 

ワークグループ (NIS サーバー)   NIS (ネットワーク情報サービス) サーバーのユー 

      ザー/グループ データベースを使用する場合は、 

      このオプションを選択してください。 

 

NOTE    

 ワークグループ名の先頭または末尾にスペースは使用できません。また、特殊文字 

~!@#$^&()+[]{}*;:'".,%|<>?/\=` を使用することはできません。 

 認証方法を変更すると、ACL (アクセス制御リスト) が失われる可能性があります。このような場合

は、すべての共有に対してユーザー/グループのアクセス権を設定し、ACL をリセットしてください。 

 smb authentication が有効な場合は、Windows レジストリの 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\lanmanworkstation\parameters\

 を編集し、enableplaintextpassword キーの値を「1」に変更します。 
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機能: NFS 設定  

NFS を使用して共有またはスナップショットにアクセスするには、[NFS の使用] をクリックします。 

NFS (ネットワーク ファイル システム) は、ローカル ディスク上のファイルにアクセスするかのように、コンピュータからネ

ットワークを介して簡単にファイルにアクセスできるようにする分散ファイル システム プロトコルです。 

 
 

NOTE DNS フィールドにホストのエントリがあっても、逆引き DNS エントリがない場合、NFS への接続は機能し

ません。 

 

機能: FTP 設定  

FTP サービスを有効にするには、[FTP の使用] をオンにします。 

 
 

FTP ポート    FTP サービスが監視するポートを指定します。 

最大クライアント数   FTP の同時接続数を制限します。 

ホストごとの最大クライアント数  1 つのホストからの接続数を制限します。 

 

暗号化の設定 

FTPS (FTP over SSL/TLS)  転送されるデータは SSL/TLS プロトコルを使用して暗号化されます。 

SFTP (FTP over SSH)  転送されるデータは SSH プロトコルを使用して暗号化されます。 

無し    データは暗号化されません。 
 

詳細設定  

アイドルタイムアウト   アイドル状態で接続されたクライアントのタイムアウト時間を秒で設 

     定可能です。アイドル状態のクライアントは制御またはデータ接続の 

     いかなるデータも受け取れません。ここで０を設定するとタイムアウト 

     無しの設定になります。 

転送しない    接続されているクライアントのタイムアウト時間を秒で設定可能で 

す。 

     このクライアントは接続完了していますがデータの授受がアイドル状 

態になっています。接続の制御はこのタイムアウトとは関係ありませ 

ん。ここで０を設定するとタイムアウト無しの設定になります。 
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パッシブポート範囲   FTP サービスをパッシブ・モードで接続するときのポート・アドレス範 

     囲です。 

FXP サポート   File eXchange Protocol を使用設定します。 
遅延エンジン ON   ランタイムの遅延を使用設定します。セキュリティの観点からこのオ 

     プションの使用をお勧めします。 
 

NOTE FTP (ファイル転送プロトコル) を使用してサーバーにアクセスすると、イントラネットまたはインターネットど

ちらからもストレージにアクセスできるため、柔軟性が高くなります。FTP クライアント (SmartFTP など) 

の使用が最適ですが、Internet Explorer などのブラウザも適しています。 
 

接続を確立するには、FTP クライアントの各データを入力します。 

IP アドレス: 192.168.0.220 (標準アドレス)、 

ポート: 21、 

ユーザー: anonymous、 

パスワード: 123  

 

アクセス権の割り当ては、現在アクセスしている PC の IP アドレスを介して行われます。 これらの標準および

匿名ログイン データには読み取りアクセス権が付与されます。標準では、FTP サーバーはポート 21 を使用しま

す。ポートは、[構成] メニューで変更できます。Internet Explorer を使用してアクセスする場合は、入力行に

「ftp://192.168.0.220」と入力する必要があります。Internet Explorer は最初に匿名接続を確立するため、ユーザ

ー名とパスワードを入力するプロンプトは表示されません。FTP ポートを変更した場合は、入力行に

「ftp://192.168.0.220:4711」と入力する必要があります (この例では、4711 が新しいポート番号を表します)。特定

のコンピュータに FTP 領域への書き込みアクセス権を付与するには、[IP address complete access (IP アドレス

完全アクセス)] 行に目的の IP アドレスを入力します。 

 

IP アドレスの入力について  
指定したコンピュータのみにアクセスを許可する場合は IP アドレスをセミコロンで続けて入力します。 

例： 192.168.0.1; 192.168.0.2; 192.168.0.222; etc. 

 

書き込み権限を 192.168.0.1 から 192.168.0.254 に与える場合は； 

192.168.0.0/24 

書き込み権限を 192.168.0.1 から 192.168.255.254 に与える場合は； 

192.168.0.0/16 

 

IP アドレスの指定方法はこのほかにも様々な方法があります。アクセス制限をかけたい場合などに積極的に利用

して下さい。ipcalc で検索して入力方法はご確認下さい。 

 

機能: AppleTalk (AFP) の設定  

ネットワークで AppleTalk プロトコルをアクティブにして、NAS サーバー上の共有にアクセスできます。 

 
 

NAS サーバーでの AppleTalk の使用方法 

 [構成] → [NAS 基本設定] を選択し、AppleTalk を有効にします。 

 [構成] → [NAS リソース] メニューから、AppleTalk と共有する共有フォルダを選択します。 

 この共有に対して AppleTalk を有効にします。 
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機能: SMB 設定  

この機能を使用して、SMB プロトコル固有のパラメータを編集できます。変更できるオプションは以下の通りです。 

 
 

WINS サーバー IP ネットワークに WINS サーバーがある場合は、これを WINS サーバーの IP に設定する 

   必要があります。 
スーパーユーザー スーパーユーザーは、他のユーザーに属するフォルダとファイルの所有権を取得するアク 

   セス許可を持つユーザーです。これは、管理者が他のユーザーによって確立されたフォル 

ダとファイルのアクセス権 (ACL) を変更する場合に使用されます。スーパーユーザー特権 

をユーザーに与えるには、メニューから選択します。スーパーユーザー特権は、共有内のフ 

ァイルを変更、削除、および追加できます。スーパーユーザーが所有権を持たないファイル 

やディレクトリも変更、削除、および追加できます。 

 

SPNEGO  SPNEGO (Simple and Protected Negotiation) は、調停プロトコルです。PDA デバイスを使 

   用して NAS 上の共有にアクセスする場合は、これをオフにしてください。 

 

NOTE PDA デバイスに接続する場合は、IP アドレスではなく、ネット BIOS 名を使用します。 

 

 

dos 属性の保存 (xattr を使用) 
このオプションにより、Linux xattr 属性を使用してすべての MS-DOS 属性を保存できます。[隠しファイル

属性の保存] または [システム ファイル属性の保存] オプションを使用している場合は、これを設定できま

せん。 

隠しファイル属性の保存 (ACL を使用)/システム ファイル属性の保存 (ACL を使用) 
これらのオプションにより、「隠しファイル」と「システム ファイル」の MS-DOS 属性を保存できます。Linux 

POSIX ACL では、これらの属性がグループおよび他の x (EXECUTE) 属性にマップされます。Windows 

ACL アクセス許可も Linux 属性にマップされます。属性の不一致を避けるには、これらのオプションを無効

にすることを強くお勧めします。[dos 属性の保存] オプションを使用している場合は、これらを設定できませ

ん。 
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特殊フォルダを隠す 
このオプションは、MAC OS/OSX システムによって作成される特別なフォルダを非表示にします。このため、

ユーザーは、SMB プロトコルで MAC OS/OSX システム ファイルを参照できなくります。 

 

MAC OS/OSX システム ファイル: 

1. .DS_Store 

2. .AppleDouble 

3. Temporary Items Network 

4. Trash Folder 

5. TheFindByContentFolder 

6. TheVolumeSettingsFolder 

7. .AppleDesktop 

8. .AppleDB 

9. Icon? 

10. .VolumeIcon.icns 

11. .FBIndex 

12. .FBClockFolder 

 

NOTE ACL や xattr の設定の変更によってファイルがユーザーから不可視になる可能性があるため、これらの

変更には承諾が必要です。既にデータが保存されているサーバーでこれらの設定を変更することは、お勧

めしません。[隠しファイル属性の保存 (ACL を使用)] や [システム ファイル属性の保存 (ACL を使用)] 

の変更後にファイルが不可視になった場合は、コマンド attrib -S -H x:\*.* /s /d (x はネットワーク ドライ

ブ) を使用して、ファイルから非表示属性を削除できます。 

 

SMB 設定を変更すると、現在接続中のユーザーが接続解除されます。これにもユーザーの承諾が必要です。承

諾フォームは、SMB に接続しているユーザーがいる場合にのみ表示されます。 

ユーザーが [キャンセル] ボタンをクリックした場合、設定は保存されますが、SMB 接続はリセットされません。 

 

     

機能: UID と GID の同期  

このオプションを使用すると、NAS サーバーと NIS ドメインの間で UID/GID データベースを同期できます。正しく同期す

るには、NIS サーバー ドメイン名、NIS サーバー IP、および同期間隔を入力してください。 

 
 

NIS サーバー ドメイン名 NIS サーバーのドメイン名を http プリフィックス無しで記述して下さい。 

NIS サーバーIP  NIS サーバーの IP アドレスを入力します。 

同期間隔   同期を取る間隔を指定してください。 
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機能: HTTP 共有アクセス・セットアップ 

HTTP プロトコルを使用して共有にアクセスする設定ができます。  

 
 

このオプションを使用するためには http 共有ブラウザを使用設定するにチェックを入れます。すると、共有に対して

Webブラウザよりのアクセスが可能となります。アドレス欄に以下のように入力することによりアクセスが可能となり

ます：  

 

https://SERVER_IP_ADDR:PORT 

https://SERVER_NAME:PORT 

 

例:  

https://192.168.0.220:444 

 

ポート：  

http 共有ブラウザが使用可能なポート番号を入力します。デフォルトは 444 です。. 

 

アクセス許可 IP  http 共有ブラウザへのアクセスを許可する IP アドレスを入力します。以下のいず 

    れかのアクセスモードを指定してください 

パブリック・アクセス   ここにチェックを入れると http 経由でアクセスするすべてのユーザーに共有が開 

    放されます。 

パスワード保護アクセス ここにチェックを入れると共有へのアクセスはユーザー名、パスワードで保護さ 

    れます。 

ユーザー   http 共有にアクセスを許可するユーザー名を入力して下さい。 
パスワード    ユーザー名に対応したパスワードを入力して下さい。 

パスワードの確認  パスワードの確認入力です。 

 

NOTE Web ブラウザより本項目で設定した http 共有にアクセスするためには、その共有で http 共有アクセスを使

用設定する必要があります。構成―＞NAS リソースー＞（選択した共有）メニューから設定して下さい。 
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機能: バックアップ エージェントの設定  

iX では使用できません。 
事前にインストールされているバックアップ エージェント (クライアント) の 1 つを有効にできます。現在、サポートされている

エージェントはございません。 

 
 

 Veritas  - Backup Exec (未サポート) 

 Dantz   - Retroclient (未サポート) 

 CA         - BrightStor (未サポート) 

 Symantec    - Backupexec (未サポート) 

 

バックアップ エージェントを有効にすると、バックアップ サーバーは NAS サーバーで実行されているエージェント

を検出し、そのエージェントをバックアップ用に使用します。ネットワーク環境を使用して NAS 共有を検索およびバ

ックアップすることもできますが、バックアップ エージェントを使用する方がはるかに高速です。 

 

Veritas: 
Backup Exec を実行するサーバーの IP アドレスを指定する必要があります。[ディレクトリ パス パスワード] は、

Backup Exec が入力を要求するパスワードです。 

 

バックアップ: 
1. Veritas Backup Exec では、[Network (ネットワーク)]  [Logon Account Management (ログオン アカウント管

理)] メニューからユーザーを設定します。 

2. 次に、NAS サーバー機能の [Backup client setting (バックアップ クライアント設定)] で指定されたパスワードを

入力します。 

3. [バックアップ] を選択すると、[Backup Job Properties (バックアップ ジョブのプロパティ)] ウィンドウが表示され

ます。 

4. このウィンドウには、ネットワーク共有のリストが表示されます。 

5. [Remote Selections (リモート選択)] ブランチをクリックし、[Unix Agents (Unix エージェント)] をクリックすると、

NAS サーバー名が表示されます。 

6. サーバー「(NAS サーバー/論理ボリューム)」をクリックすると、[Logon Account Selection (ログオン アカウント選

択)] ウィンドウが表示されます。ここで、手順 1 と同じユーザー名を選択する必要があります。 

 

NOTE 設定によっては、[Logon Account Selection (ログオン アカウント選択)] ウィンドウが自動的に表示されな

い場合があります。この場合は、「(NAS サーバー/共有ボリューム)」の名前を右クリックし、コンテキスト 

メニューから [Connect As... (アカウントを指定して接続)] を選択します。これで、[Logon Account 

Selection (ログオン アカウント選択)] ウィンドウが表示されます。 

 

7. ユーザーを選択すると、論理ボリュームと NAS サーバー共有が表示されます。正しい共有を設定し、[Run Now 

(今すぐ実行)] ボタンをクリックすると、選択した共有がバックアップされます。 

 

リストア 復元: 
1. [復元] を選択すると、[Restore Job Properties (復元ジョブのプロパティ)] ウィンドウが表示されます。 

2. [Properties (プロパティ)]   [Source (実行元)] から [Selection (選択)] をクリックすると、ウィンドウの左側に、

共有が以前にバックアップされた NAS サーバーの名前が表示されます。 

3. 正しいバックアップ ファイルから復元するフォルダを選択します。 

4. [Source (実行元)]   [Resource Credentials (リソース資格情報)] メニューから、NAS (NAS サーバー/共有ボ

リューム) サーバーのユーザー アカウントを選択し、[Run Now (今すぐ実行)] ボタンをクリックします。 
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NOTE 差分バックアップを使用するには、[Setting (設定)]    [General (一般)]    [Backup Method (バックア

ップ方法)] メニューから選択します。[Incremental - Using modified time (インクリメンタル - 変更時刻を

使用)] 方法を使用してください ([Reset Archive bit (アーカイブ ビットのリセット)] は、XFS パーティション 

タイプでは機能しません)。 

NOTE Veritas v10 までのバージョンでご使用可能です。 

 

BrightStor: 
許可 IP またはネットワーク IP: 

NAS へのアクセスを許可するには、バックアップ サーバーの IP アドレスを入力してください。このフィールドを空欄

にすると、ネットワーク内のすべての BrightStor バックアップ サーバーが NAS サーバーにアクセスできます。 

ユーザー: 

ユーザー名を指定すると、この BrightStor ユーザーだけが NAS にアクセスできます。空欄にすると、すべてのユー

ザーが NAS サーバーにアクセスできます。 

 

事前処理 
データをバックアップする前に、バックアップ先のデバイスを設定し、NAS サーバーを実行元として追加する必要があ

ります。設定するには、次の手順を実行します； 

1. メニュー バーから、[Configuration (構成)] → [Device configuration (デバイス構成)] を選択します。[Device 

configuration (デバイス構成)] ウィザードが表示されます。このウィザードを使用してサーバーのバックアップ デ

バイスを設定できます。 

2. [Windows Server (Windows サーバー)] を選択し、[次へ] ボタンをクリックします。 

3. [File System Device (ファイル システム デバイス)] オプションを選択し、[次へ] をクリックします。 

4. [追加] ボタンをクリックすると、リストにファイル システム デバイスが追加されます。 

5. 新しく作成されたエントリから [Location (場所)] フィールドをクリックし、ファイル システムデバイスにマップする

パスを選択します。 

6. [Finish (完了)] ボタンをクリックして、[Device configuration (デバイス構成)] ウィザードを終了します。 

7. [Exit (終了)] をクリックして、[Device configuration (デバイス構成)] を終了します。 

8. 最後に、新しく作成されたファイル システム デバイスをフォーマットします。フォーマットするには[Quick start (ク

イック スタート)] メニューからデバイスを選択し、新しく作成されたファイルシステム デバイスを選択します。 

9. [Format (フォーマット)] ボタンをクリックすると、[format (フォーマット)] フォームが表示されます。 

10. メディア名を入力し、[OK] をクリックしてメディアをフォーマットします。 

 

NAS サーバーの構成: 
1. [Quick start (クイック スタート)] メニューから、[Backup (バックアップ)] を選択します。 

2. [Source (ソース)] ブランチから、[Unix/Linux Systems (Unix/Linux システム)] を選択し、右クリックします。 

3. [Add Machine/Object (マシン/オブジェクトの追加)] を選択します。[Add client (クライアントの追加)] フォームが

表示されます。 

4. NAS サーバーのホスト名と IP アドレスを入力します。 

5. [追加] ボタンをクリックして、NAS サーバーをリストに追加します。 

6. [Close (閉じる)] をクリックして、[Add Machine/Object (マシン/オブジェクトの追加)] フォームを終了します。 

 

バックアップ: 
1. [Quick start (クイック スタート)] メニューから、[Backup (バックアップ)] を選択します。 

2. [Source (ソース)] ブランチから、バックアップする NAS サーバー ボリュームを選択します。 

3. [Start (開始)] ボタンをクリックすると、[Security and agent information (セキュリティおよびエージェント情報)] フ

ォームが表示されます。 

4. NAS サーバー情報を変更する場合は、[Agent (エージェント)] ボタンをクリックします。 

5. [OK] ボタンをクリックすると、[Submit job (ジョブの提出)] フォームが表示されます。 

6. 後でバックアップ処理を開始する場合は、[Job Execution Time (ジョブ実行時刻)] が正しく設定されていることを

確認します。 

7. ジョブの説明を入力し、[OK] をクリックして、バックアップ処理を開始します。 

 

リストア 復元: 
1. [Quick start (クイック スタート)] メニューから、[Restore (復元)] を選択します。 

2. [Source (ソース)] ブランチから、復元する NAS サーバー ボリュームを選択します。 

3. [Start (開始)] ボタンをクリックし、[OK] をクリックすると、[Submit job (ジョブの提出)] フォームが表示されます。 
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4. 後でバックアップ処理を開始する場合は、[Job Execution Time (ジョブ実行時刻)] が正しく設定されていることを

確認します。 

5. ジョブの説明を入力し、[OK] をクリックして、復元処理を開始します。 

 

Retroclient: 

NAS サーバーの構成: 
1. メニューから、[Configure (構成)] を選択し、[Clients (クライアント)] をクリックすると、[Backup Clients (バックアッ

プ クライアント)] フォームが表示されます。 

2. [追加] ボタンをクリックすると、[Add backup client (バックアップ クライアントの追加)] フォームが表示されます。 

3. NAS サーバーの IP アドレスを入力し、[追加] ボタンをクリックすると、[connection (接続)] フォームが表示さ

れます。 

4. パスワードを入力して NAS サーバーに接続したら、[OK] をクリックします。Dantz Retroclient のパスワードは、

「admin」に設定されています。これで、NAS サーバーで Dantz Retroclient を使用するための設定は完了です。 

 

バックアップ セットの作成: 
1. メニューから、[Configure (構成)] → [Backup sets (バックアップ セット)] を選択すると、[Backup sets (バックア

ップ セット)] フォームが表示されます。 

2. [Create New (新規作成)] ボタンをクリックすると、[Backup sets creation (バックアップ セットの作成)] ウィザード

が表示されます。[次へ] をクリックします。 

3. バックアップ メディア オプションから、[File (ファイル)] を選択し、[次へ] をクリックします。 

4. バックアップ名とバックアップを保存する場所を入力します。[次へ] をクリックします。 

5. [backup set security (バックアップ セットのセキュリティ)] を選択し、[次へ] をクリックします。 

6. [Finish (完了)] ボタンをクリックすると、バックアップ セットの作成処理が完了します。 

 

バックアップ 
1. メニューから [Backup (バックアップ)] を選択し、[Backup (バックアップ)] ボタンをクリックします。[Source 

selection (実行元の選択)] フォームが表示されます。 

2. バックアップを行う NAS サーバー ボリュームを選択します。[OK] をクリックします。 

3. [Backup process (バックアップ処理)] フォームが表示されます。[Backup (バックアップ)] をクリックすると、バック

アップ処理が開始されます。 

 

リストア 復元 
1. メニューから [Restore (復元)] を選択し、[Entire volume (ボリューム全体)] ボタンをクリックします。 

2. 復元処理を行う実行元のバックアップ セットを選択します。 

3. 実行先の NAS サーバー ボリュームを選択します。 

4. [OK] ボタンをクリックし、[Replace (置換)] をクリックすると、復元処理が開始されます。 

5. Dantz Retroclient のパスワードは、「admin」に設定されています。 

 

 

Backup Exec  

 

NOTE このオプションは Symantec BackupExec 11.5 以降で使用可能です。 v10 以前を使用する場合は Veritas

クライアントを使用して下さい。このオプションではユーザー名を変更することはできず、常に“ralus.”となり

ます。パスワードの長さは 4 文字です。接続が確立するとサーバーレベルでバックアップするフォルダリス

トが表示されます。Shares フォルダのみバックアップソース又はバックアップ先として利用可能です。この

中にすべての共有情報が含まれます。 

 

NOTE 組み込まれている Linux 用 Symantec Backup Exec エージェントはアクティベーション・キーを購入して

Backup Exec サーバーにインストールしないと使用できません。Symantec 製品の購入は最寄りの代理店

様にご連絡下さい。アクティベーション・キー無しの状態の場合 30 日間の試用版としてご使用可能です。 

NOTE ウインドウズ環境のフルコンピュータ名はマイコンピュータ->プロパティ->コンピュータ名->フルコンピュー

タ名で確認可能です。 
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機能: NDMP データサーバー 

iX では使用できません。 

NDMP (ネットワーク データ マネージメント プロトコル) は NAS とバックアップデバイスの直接通信をするためのプロトコル

です。バックアップ・サーバーをバイパスするため転送速度の向上が図れます。 

 
 

機能: アンチウイルスの設定  

この機能を使用して、データのアンチウイルス保護を提供します。 

 
 

アンチウイルスは、次のタイプのファイルをスキャンします。 

 アーカイブ ファイルと圧縮ファイル 

 Zip 

 RAR (2.0) 

 Tar 

 Gzip 

 Bzip2 

 MS OLE2 

 MS キャビネット ファイル 

 MS CHM (コンパイル済 HTML) 

 MS SZDD 圧縮形式 

 UPX (すべてのバージョン) 

 FSG (1.3、1.31、1.33、2.0) 

 Petite (2.x) 

 電子メール ファイル 

 MS Office ドキュメントファイル 

 実行可能ファイル 

[隔離フォルダ] 機能を使用して、共有内に自動的に作成されるデフォルトフォルダ (quarantine_dir) に感染ファイル

を移動するように選択したり、手動オプションを選択して、以前に作成した共有内 (たとえば、「Quarantine」という名

前の共有) に隔離フォルダを配置することができます。 

 

感染ファイルに関する情報を確認するには、ログを参照してください。ログには、感染ファイルと感染したウイルスに

関する情報が記載されています。ログはメンテナンス→ハードウエアで確認可能です。 

 scan_shares_ANTIVIRUS_[antivirus_task_name].log ：通常のアンチウイルススキャン・ログ 

 clamd.log ：SMB オンライン・スキャン・ログ 
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NOTE [隔離フォルダ] オプションがオフの場合、感染ファイルの存在が通知されるだけになります。 

 

NOTE  アンチウイルスのシステムスキャンによりシステム・パフォーマンスが下がる場合があります。 

 

 

機能: ローカルバックアップの設定  

この機能を使用して、ローカル バックアップ機能を有効にできます。 

 
 

LV 上のデフォルトの共有 このオプションをオンにすると、選択した論理ボリューム内のデフォル 

    トの共有にすべてのバックアップのデータベースを格納できます。 

その他の共有   このオプションをオンにすると、選択した共有にすべてのバックアップ 

    のデータベースを格納できます。 

データベースの作成   選択した共有でバックアップデータベースを作成する場合にチェック 

    します。 

データベースの移動   このオプションをオンにすると、既存のバックアップ データベースが 

    選択した共有に移動します。 
 

NOTE 選択した共有にバックアップ データベース ファイル以外のファイルが存在する場合、その共有内にバック

アップ データベースを作成することはできません。その共有内にバックアップ データベースを作成する場

合は、最初に、その共有からすべてのファイルを削除する必要があります。 

 

バックアップ データベースは、論理ボリューム内のデフォルトの共有間またはその他の共有間でのみ移動できます。

論理ボリューム内のデフォルトの共有から他の共有にバックアップ データベースを移動することはできません。 
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4-2-4.NAS リソース 

 
NAS リソース操作を構成できます。左欄のツリー図を使用してすべての操作を構成できます。このツリーで、すべての共

有、ユーザー、ユーザー グループを構造化して管理できます。 

 

4-2-3-1.共有 

 
ここには、iX のすべての共有がリストされます。  [共有] をクリックし、[新しい共有の作成] 機能を使用することで、新し

い共有の定義、コメントの作成 (オプション)、またはパスの設定を実行できます。ここには、既存のすべての共有が整理さ

れて表示され、共有をクリックするだけで編集できます。名前以外のすべてのパラメータを変更できます。名前を変更する

必要がある場合は、その名前を削除してから、新しい名前を割り当てます。 

Windows ユーザーは、iXのホスト名のアイコンをクリックすると、ネットワーク環境のフォルダ内に共有名が表示されます。

コメントは、ユーザーが共有のプロパティを表示するか、共有の詳細が表示されている場合にのみ表示されます。 

 

パスは、iX の共有ボリューム内のデータの物理的な位置を表します。この情報はユーザーには表示されません。ディレク

トリ内は、ブラウザ機能を使用して簡単に移動できます。 

 

機能: 新しい共有の作成  

共有を作成するには、共有名、コメント (オプション) を入力し、パスを設定します。共有のデフォルト パスを使用する場

合は、[デフォルト パス] チェックボックスをオンにします。指定したパスを使用する場合は、[指定したパス] チェックボック

スをオンにし、共有のパスを選択します。 

 
 

NOTE   スペースおよび特殊文字 (~!@#$^&()+[]{}*;:'".,%|<>?/\=`) は使用できません。 

 

NOTE   NAS で設定されているワークグループ/ドメイン名がネットワーク設定と一致する必要があります。そうでな

いと、構成された共有がネットワーク環境で不可視になります。NAS 構成でワークグループ名やサーバー

名を変更した場合は、Windows ネットワーク内の各ワークステーション コンピュータが新しい名前を検出

するまで多少時間がかかります。 
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機能: ACL (アクセス制御リスト)ブラウザ  

ここでフォルダまたはファイルに ACL（アクセス制御リスト）によるアクセス許可を割り当てることができます。 

 
 

フィルター  指定した名前のフォルダまたはファイルのみを表示します。 
選択   ディレクトリ・ブラウザでの現在のロケーションパスを表示します。 

 

 

機能: ACL (アクセス制御リスト)ユーザーとグループ  

 
 

選択可能なユーザーとグループ  アクセス許可が割り当てることのできる選択可能なユーザーのリスト 

     です。 

選択されたユーザーとグループ  アクセス許可が割り当てられたユーザーのリストです。 
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機能: ACL (アクセス制御リスト)アクセス許可  

 
 

 

所有者    選択されたフォルダ又はファイルのオーナー（所有者）指定、変更が可能です。 

 

アクセス許可: 
 読み出し, 

 書き込み, 

 実行する (フォルダの場合はフォルダを開く許可、ファイルの場合は実行する許可) 

 

サブディレクトリにも適用する このオプションを選択すると選択したフォルダ内のすべてのフォルダ、ファイルに 

    チェックしたアクセス許可が割り当てられます。 

 

アクセス許可の設定方法: 
1. 許可設定するフォルダまたはファイルを選択します。 

2. ユーザーとグループ タブをクリックします。 

3. このフォルダ、ファイルへのアクセスを許可するユーザー、グループを選択します。 

4. アクセス許可 タブをクリックします。 

5. ユーザー ([U])、グループ ([G]) 、User(owner) , Group(owner),のいずれかを選択します。 

6. 割り当てるアクセス許可内容を設定します。 

7. 適用するをクリックして設定を反映します。 
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設定例１： 
User１はディレクトリ A の読み出し許可だけがあり、ディレクトリ A 下のサブディレクトリ B にアクセスする許可がな

い場合； 

A User1 r-x 

B User1 --- 

設定例２： 
User１はディレクトリ A の読み出し許可だけがあり、ディレクトリ A 下のサブディレクトリ B にアクセスする許可はあ

るが、ファイルを見せない場合； 

A User1 r-x 

B User1 --x 

設定例３： 
User１はディレクトリ A の読み出し許可だけがあり、ディレクトリ A 下のサブディレクトリ B にアクセスする許可はあ

るが、ファイルを見せない。ディレクトリ A 下のサブディレクトリ C にはアクセス許可があり、読み出し、書き込みとも

に可能な場合； 

A User1 r-x 

B User1 --x 

C User1 rwx 

 

NOTE SMB 設定でユーザーをスーパーユーザーとして指定すると、そのユーザーは自動的にすべてのアクセ

ス許可が与えられます。 

 

アクセス制御リストによるアクセス制御が可能なプロトコルはｓFTP、FTP 及び SMB です。 

 

ユーザー（オーナー） 又は グループ（オーナー）にアクセス許可を割り当てることも可能です。その許可はユーザ

ーとグループ リストで指定した割り当て内容とは異なる場合があります。 
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作成した各共有の設定項目 
  

機能: 共有の編集 

共有のパスを編集すること、ディレクトリを追加または削除することができます。また、  ボタンをクリックすると、ディレク

トリ内のファイルを表示できます。 

 
 

  

機能: SMB 設定  

この機能を使用して、この共有の SMB プロトコル設定を変更できます。 

 
 

アクセスを読み取り専用にするには、[読み取り専用] をオンにしてください。 

参照リストで共有を非表示にするには、[表示設定] のチェックを外します。 

共有への匿名アクセスを許可するには、[Guest] を選択します。 

ユーザー認証を行うには、[パスワード付きユーザー] を選択します。 

 

大容量ディレクトリを取扱中 
このオプションを使用することによりファイルをリストアップする速度を大きく向上させることが可能です。速度向上

はすべてのファイル名、フォルダ名を大文字または小文字のどちらかに使用限定することにより行います。チェック

ボックスをチェックして表示される選択肢に大文字又は小文字を選択してください。 

 

NOTE    既存のファイル、フォルダ名はここの設定に合わせてください。基準に合わないフォルダ名、ファイル名は

表示されなくなります。 

 

NOTE    大文字、小文字の区別の問題が入るため、Unix 系システムではこの操作が問題となる場合があります。

事前に十分調査してください。Windows 系システムでは問題ありません。 
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機能: ユーザー共有アクセス (SMB/FTP/AFP )   

[ユーザー共有アクセス (SMB/FTP/AFP)] および [グループ共有アクセス (SMB/FTP/AFP)] 機能では、使用可能なユ

ーザーまたはグループに共有へのアクセスを設定できます。 

 
 

現在選択している共有にアクセスを許可するユーザーは選択可能なユーザーリストから → ボタンをクリックする

ことによりアクセス許可されたユーザーリストに移動してください。アクセスの許可を取り消す場合は ← ボタンで

そのユーザーを許可リストから外してください。 

 

NOTE   次のキーボード操作を使用可能です。リスト内がハイライトの状態で以下を選択可能です；  

 Home: 最初の選択肢にジャンプします 

 End: 最後の選択肢にジャンプします 

 Shift + 矢印キー: 複数の選択肢を選択します 

 文字キー: その文字で始まる最初の選択肢にジャンプします 

 

機能: グループ共有アクセス (SMB/FTP/AFP)   

[ユーザー共有アクセス (SMB/FTP/AFP)] および [グループ共有アクセス (SMB/FTP/AFP)] 機能では、使用可能なユ

ーザーまたはグループに共有へのアクセスを設定できます。 

 
現在選択している共有にアクセスを許可するグループは選択可能なグループリストから  ボタンをクリックする

ことによりアクセス許可されたグループリストに移動してください。アクセスの許可を取り消す場合は ボタンでそ

のグループを許可リストから外してください。 

 

NOTE 次のキーボード操作を使用可能です。リスト内がハイライトの状態で以下を選択可能です；  

 Home: 最初の選択肢にジャンプします 

 End: 最後の選択肢にジャンプします 

 Shift + 矢印キー: 複数の選択肢を選択します 

 文字キー: その文字で始まる最初の選択肢にジャンプします 
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機能: 強制ユーザーとグループ  

この機能を使用すると選択したユーザー、グループがこの時点から後に作成されるすべてのオブジェクトの所有者

（Owner）になります。 また、この後ログインするすべてのユーザーも選択したユーザー、グループと同じ権限を持ちます。

ただし、強制ユーザー、グループの権限が設定している以 外のオブジェクトに対する権限は失効します。この操作は

SMB プロトコルでのみ使用可能です。 

 
 

機能: NFS 共有アクセス  

この機能を使用して、NFS を介した特定の共有へのアクセスを有効にできます。NFS を有効にするには、事前に[構成] 

 [NAS 基本設定] メニューの [NFS 設定] 機能で、NFS の使用を有効にする必要があります。 

 
 

NOTE  NFS を使用してこの共有をマウントするには、次の構文を使用します。 

 mount -t nfs IP_addr:/share_name /local_mount_point 

同期モードで共有をマウントするには、次の構文を使用します。 

 mount -t nfs IP_addr:/share_name /local_mount_point -o sync  

非同期モードで共有をマウントするには、次の構文を使用します。 

 mount -t nfs IP_addr:/share_name /local_mount_point -o async  

 

同期モードを使用する場合、データはバッファに格納されず、一度に転送されます。 

非同期モードの場合は、最初にデータがバッファに格納されてから転送されます。 

 

次の NFS オプション フィールドを使用できます。 

 

アクセス許可 IP  NFS へのアクセスを許可する IP またはアドレスの範囲を入力します。 

    1 つの IP、セミコロンで区切った複数の IP、または IP アドレスの範 

    囲を入力できます。書き込み許可リストに追加されなかった IP アドレ 

    スは、読み取り専用アクセスになります。 
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書き込み許可 IP  NFS への書き込みを許可する IP またはアドレスの範囲を入力します。 

1 つの IP、セミコロンで区切った複数の IP、または IP アドレスの範 

囲を入力できます。 

保護なし   1024 より大きなポートからの受信接続を許可します。 

同期   このオプションを有効にすると、ローカル ファイル システムは NAS 

サーバーにデータが書き込まれるまで待機します。 

NFS のパフォーマンスは低下しますが、データは NAS サーバーに直接 

書き込まれ、システム キャッシュには保存されません。 

保護なしロック  ロック要求の認証を無効にします。一部の NFS クライアントはロック 

要求と共に資格情報を送信しないため、セキュリティで保護されたロッ 

クでは正しく機能しません。この場合は、全ユーザー読取可能なファイ 

ルだけをロックできます。このようなクライアントがある場合は、[保護なしロッ

ク] オプションを使用できます。 

すべてスカッシュ  すべてのユーザー ID を nobody ユーザーにマップし、すべてのグルー 

プ ID を nogroup グループにマップします。 

ルートのスカッシュなし クライアント マシンのユーザー ルートに NAS サーバー上のファイル 

へのアクセス レベルと同じアクセス レベルを提供するには、このオプ 

ションを選択してください。そうしない場合、クライアント マシンの 

ユーザー ルートは、NAS サーバーの nobody ユーザーにマップされます。 

 

NOTE [アクセス許可 IP] フィールドと [書き込み許可 IP] フィールドを空のままにすると、サブネット内のすべて

のコンピュータが NFS への書き込みアクセス権を持つようになります。[アクセス許可 IP] を設定し、[書

き込み許可 IP] フィールドを空白にすると、指定されたコンピュータは読み取り専用アクセス権だけを持ち、

書き込みアクセス権は持たなくなります。[書き込み許可 IP] を設定し、[アクセス許可 IP] フィールドを空

白にすると、指定された IP は書き込みアクセス権を持ち、サブネット内のすべてのコンピュータは読み取

り専用アクセス権を持つようになります。 

 

 xxx.xxx.xxx.xxx 

 xxx.xxx.xxx.xxx;xxx.xxx.xxx.xxx; .... 

 xxx.xxx.xxx.xxx/network_prefix_length  

 

DNS フィールドにホストのエントリがあっても、逆引き DNS エントリがない場合、NFS への接続は機能しません。 

 

NOTE Linux のディストリビューションによっては NFS へのデフォルト・プロトコルに UDP が設定されている場合が

あります。その場合は次の構文を使用して TCP への変更をお進めします； mount -t nfs -o tcp 
ip_address:/share_name /mnt/point. 

 

ホストの DNS 欄にエントリーがあっても、接続にリバース DNS エントリが無い場合 NFS での通信はできません。 
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機能: HTTP 共有アクセス  

この機能を使用して選択した共有に http プロトコルでアクセスできます。 

 
Web ブラウザを使用して https 共有にアクセスする場合はアドレス欄に次の通り入力して下さい； 

https://SERVER_IP_ADDR:PORT 

https://SERVER_NAME:PORT 

アクセス例: 
https://192.168.0.220:444 

 

NOTE Web ブラウザによる共有アクセス を有効にするには、事前に[構成]  [NAS 基本設定] メニューの 

[Http アクセス 設定] 機能で、http アクセス の使用を有効にする必要があります。 

 

機能: AppleTalk (AFP) の設定  

ネットワークで AppleTalk プロトコルをアクティブにして、NAS サーバー上の共有にアクセスできます。 

 
 

NAS サーバーでの AppleTalk の使用方法 
1. 事前に[構成]  [NAS 基本設定] メニューの [AFP 設定] 機能で、AFP アクセス の使用を有効にします。 

2. [セットアップ]   [NAS リソース] メニューから、AppleTalk と共有する共有フォルダを選択します。 

3. この共有に対して AppleTalk を有効にします。 

 

NAS AppleTalk サーバーへの接続方法 

MAC OS 9 の場合 
1. セレクタを選択します (アップル メニュー   [セレクタ])。 

2. [AppleShare] をクリックします。 

3. [fileserver (ファイル サーバー)] リストに「NAS」サーバーが表示されていない場合は、[Server IP address (サ

ーバー IP アドレス)] をクリックし、NAS サーバーの IP アドレスを入力します。 

4. [OK] をクリックし、ログイン タイプを選択します。特定のユーザーとしてログインする場合は、ユーザー名とパ

スワードを入力します。 

5. 使用可能なオプションから、マウントする共有を選択します。 

6. デスクトップに、マウントされた共有のアイコンが表示されます。 

7. 共有を開くには、そのアイコンをクリックします。 

8. 共有をマウント解除するには、そのアイコンをごみ箱にドロップします。 
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MAC OSX 10.3 の場合 
1. [MAC HD] をクリックし、[アプリケーション] から [ユーティリティ] をクリックします。 

2. [ディレクトリ アクセス] で、AppleTalk がアクティブになっていることを確認します。アクティブになっていない場

合はアクティブにします。 

3. [ネットワーク] リストに「NAS」サーバーが表示されていない場合は、Web ブラウザから AppleTalk サーバーの 

IP アドレス「afp://192.168.1.3」を入力します (「afp://」が重要)。 

4. ログインタイプを選択します。特定のユーザーとしてログインする場合は、ユーザー名とパスワードを入力しま

す。 

5. ログインできない場合は、[ディレクトリ アクセス] → [認証] をクリックし、認証情報を検索するパスを変更しま

す。 

6. 使用可能な共有から、マウントするすべての共有を選択します。 

7. デスクトップに、マウントされた共有のアイコンが表示されます。 

 

または、次の手順を実行します。 
1. [Finder] の [GO] サブメニュー から [サーバーに接続] をクリックします。 

2. 「afp://address_ip」と入力します。 

3. [+] 記号をクリックして、AFP サーバーへのリンクを追加します。これで、[Favorite Servers (お気に入りサーバ

ー)] フィールドにコンピュータへのリンクが追加されます。 

4. ログイン タイプを選択します。特定のユーザーとしてログインする場合は、パスワードを入力します。 

5. 使用可能な共有から、マウントするすべての共有を選択します。 

6. デスクトップに、マウントされた共有のアイコンが表示されます。 

 

機能: FTP 設定  

FTP サービスは共有ごとに有効にできます。次のモードを選択できます。 

 
 

 匿名 

 パスワード付きユーザー 

 

匿名モードを選択すると、匿名ユーザーによる FTP 共有が有効になります。すべての IP に対して、アクセス権

はデフォルトで書き込み/読み取り許可に設定されます。アクセス権を変更するには、[アクセス許可 IP]  

および [書き込みアクセス IP] オプションをアクティブにします。[適用] をクリックすると、FTP を介して共有を

使用できるようになります。 

この共有に接続するには、FTP クライアント ソフトウエアが必要です。たとえば、Internet Explorer は FTP をサ

ポートしています。匿名モードで Internet Explorer からの接続には、次の構文を使用します。 

 ftp://<iX IP>/pub/ (例: ftp://192.168.0.220/pub/) 

SFTP クライアントを使用する場合は、次の構文を使用します。 

 ftp://<iX IP>/share/ (例: ftp://192.168.0.220/share/) 

多くの FTP クライアント プログラムでは、接続を確立するためにユーザー名とパスワードが必要です。 匿名モ

ードではユーザー名が「anonymous」、パスワードは必要ありません (空のフィールド)。 

すべての匿名共有は、「share」フォルダ内に保存されます。 IP から接続しているユーザーにフル アクセス権が

ない場合は、すべての共有が表示されますが、禁止されているディレクトリを参照することはできません。 

匿名ログインの場合は、パスワードとして電子メール アドレスを使用すると便利です。 
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NOTE 匿名ユーザーは、自分が所有しているファイルとディレクトリだけを参照できます。SFTP モードを選択する

と、ユーザーとパスワードの認証を含む Secure FTP 共有が有効になります。SFTP をサポートする FTP 

クライアントはあまりなく、SSL/TLS 暗号化をサポートする SFTP クライアントはさらに少数です。 

 

パスワード付きユーザーモードを選択すると、SecureFTP アクセスとなり、ユーザー名とパスワードが必要に

なります。SFTP をサポートする FTP クライアントはあまりなく、SSL/TLS 暗号化をサポートする SFTP クライア

ントはさらに少数です。 

テスト済の FTP クライアント・ソフトウエアは次のとおりです。 

 CoreFTP (Windows) 

 FileZilla (Windows) 

 IgloFTP (Windows および Linux) 

 SSLFTP (Linux コンソール クライアント) 

SFTP を有効にした場合、認証されたユーザー名とパスワードを使用してのみ共有にアクセスできます。 

 

NOTE NAS サーバーで Windows ドメイン認証が使用されている場合は、ドメインの短縮名の後にプラス記号を

付け、その後にユーザー名を指定する必要があります (例: DOMAIN+Administrator)。 

 

選択した暗号化方法を使用して SFTP で共有に接続するには、NAS がサポートする SSL または TLS の暗号

化方法を SFTP クライアントに明示的に入力します。すべての SFTP 共有は、「shares」フォルダ内に保存されま

す。 ユーザーは、許可された共有だけを参照できます。 

 

NOTE   FTP サーバーに接続してもディレクトリを参照できない場合は、FTP を介して共有にアクセスできる権限

があるかどうかを確認してください。それでもディレクトリを参照できない場合は、FTP クライアントをパッシ

ブ モードに変更してください。 

 

NOTE ほとんどの FTP クライアントには、IP、ポート、ホーム フォルダなどを設定できるブックマーク機能があり

ます。 推奨されるホーム フォルダは、匿名モードの場合は「pub」、SFTP の場合は「shares」です。 

 

機能: データ複製エージェントの設定  

この機能を使用して、共有のデータ複製の構成を設定できます。 

 
 

共有の複製（データ・レプリケーション）を有効にするには、[データ複製の使用] ボックスをオンにします。事前に[構成] 

→ [NAS基本設定] メニューの [データ複製設定] 機能で、データ複製 の使用を有効にします。この設定は同期先で

必要です。 

 

NOTE   [ログイン名]、[パスワード]、および共有へのアクセス権を持つ [アクセス許可 IP] のリストを設定するこ

とをお勧めします。そうしないと、すべての人が共有にアクセスできるようになります。 
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機能: NDMP データ・サーバーへのアクセス  

iX では使用できません。 

この機能を使用して選択した共有に対する NDMP を使用設定可能です。 

 
 

この機能を使用するには事前に[構成]  [NAS 基本設定] メニューの [NDMP データサーバー] 機能で、NDMP デ

ータサーバーの使用を有効にします。 

 

 

機能: 共有の削除  

共有を削除するには、[削除] ボタンをクリックします。 

 
 

NOTE 論理ボリューム内のデータ (ディレクトリとファイル) は削除されません。削除した共有を再作成することも

可能です。[NAS リソース] メニューに移動し、[共有] をクリックし (新しい共有を作成するのと同様です)、

ディレクトリ構造を参照して、共有を割り当てるフォルダを見つけます。最後に、[名前] フィールドに共有名

を入力し、[適用] ボタンをクリックしてください。これで、削除した共有が [ネットワーク コンピュータ] に再

度表示されます。 
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4-2-3-2.ユーザー 

 

[ワークグループ (内部 LDAP)] モードでは、[ユーザー] カテゴリがユーザー アカウントのデータ入力マスクとし

て機能します。基本的には、共有を作成する処理と同じです。 

 

 

機能: 新しいユーザーの作成  

ユーザーを作成するには、名前とパスワードを入力し、パスワードを再入力して、[作成] ボタンをクリックします。 

 
 

NOTE ユーザー名は下記の制限があります。 

 次の文字を使用できません: ~ ! @ # $ ^ & ( ) + [ ] { } * ; : ' " . , ; % | < > ? / \ = ` 

 スペースで開始または終了できません。 

     パスワードは下記の制限があります。 

 次の文字を使用できません: ' " ` 

 スペース 

ユーザーがパスワードを忘れてしまった場合、そのパスワードを回復する方法はありません。新しいパスワードを

設定する必要があります。 

 

機能: UID マッピング (アップロード/ダウンロード)  

この機能を使用して、UID (ユーザー ID) をアップロードおよびダウンロードできます。一度に多くのユーザー ID を変更

できます。 

 
UID をアップロードするには、次の手順を実行します。 

1. uid_mappings.csv 構成ファイル (フォーマット: user_name;uid) を 参照ボタンで検出します。 

2. このファイルは、UTF-8 エンコード形式である必要があります。 

3. [アップロード] ボタンを押して、UID マッピングをインポートします。 

4. UID のインポート時にエラーが発生した場合は、ステータス→ハードウエア→機能：ログにある

uid_mappings_import.log ファイルを参照してください。 

 

警告  現在の UID マッピングは上書きされます。 

 

uid_mappings.csv をダウンロードするには、[ダウンロード] ボタンをクリックします。 
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機能: ユーザーのクォータ (アップロード/ダウンロード)  

この機能を使用して、クォータ (ユーザー クォータ) 設定をアップロードおよびダウンロードできます。これにより、一度に

複数のユーザーのクォータを変更できます。 

 
 

クォータをアップロードするには、次の手順を実行します。 

1. 参照ボタンを押して構成ファイル  quota_users.csv  (エンコード : UTF-8、フォーマット :user_name; 

hard_quota-in kbytes) を検出します。 

2. アップロードボタンを押すと、ユーザーのクォータ構成がアップロードされます。 

3. クォータのアップロード時にエラーが発生した場合は、ステータス→ハードウエア→機能：ログにある

quota_users_import.log を参照してください。 

 

警告  現在の クォータ設定は上書きされます。 

 

quota_users.csv をダウンロードするには、[ダウンロード] ボタンをクリックします。 

 

 

作成した各ユーザーの設定項目 

機能: ユーザーの編集  

ユーザーのパスワードを変更するには、パスワードと確認用のパスワードを入力し、[適用] ボタンをクリックします。 

 
 

NOTE   パスワードは次の文字を使用できません； : ' " ` 及びスペース 
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機能: ユーザー共有アクセス  

共有へのユーザー アクセスを追加するには、ユーザーを選択し、ボタンをクリックします。指定した共有へのユーザー ア

クセスを削除するには、ユーザーを選択し、適切な矢印ボタンをクリックして、[アクセスが許可されたユーザー:] リストか

ら削除します。 

 
 

NOTE    リスト内では次のキーボード キーを使用できます (最初に目的のリストにフォーカスを設定します)。 

 Home: 先頭にジャンプします。 

 End: 末尾にジャンプします。 

 Shift + 矢印キー: 複数選択で使用します。 

文字キー: 押されたキーで始まる最初の行にジャンプします。 

 

機能: ユーザーグループメンバシップ  

ローカル LDAP ユーザー/グループ データベースに接続している場合は、この機能を使用して、ユーザー グループ メ

ンバシップを表示および変更できます。 

 
グループにユーザーを追加するには、[使用可能] リストでグループを選択し、  ボタンをクリックします。グルー

プからユーザーを削除するには、グループメンバー] リストでユーザーを選択し、  ボタンをクリックします。 

外部ユーザー/グループ データベースに接続している場合は、どのグループ ユーザーがメンバーであるかをチェ

ックできます。 

 

NOTE リスト内では次のキーボードキーを使用できます (最初に目的リストにフォーカス設定します)。 

 Home: 先頭にジャンプします。 



80 

 End: 末尾にジャンプします。 

 Shift + 矢印キー: 複数選択で使用します。 

 文字キー: 押されたキーで始まる最初の行にジャンプします。 

 

機能: クォータ  

ユーザーがアクセスを許可されている共有内に、そのユーザーが設定できる容量をクォータ (制限) として指定できます。

制限を削除するには、ユーザーのクォータを 0 に設定します。 

 
 

NOTE ユーザー/グループ クォータの最大値は２TB です。2TB を超える値を入力した場合は自動的に 2TB 設定

となります。 

 

機能: ユーザー名の変更  

既存のユーザー名を変更するときに使用する機能です。変更後の名称を名前欄に記入してください。 

 
 

 

機能: ユーザーの削除  
[削除する] ボタンをクリックして、システムからユーザーを削除します。そのユーザーが所有権を持つファイルはすべて保

持されます。 
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4-2-3-3. グループ 

 

 
 

[ワークグループ (内部 LDAP)] モードでは、さまざまなユーザーで構成されるグループ全体を定義できます。 さらに、こ

れらのグループに特定のアクセス権を割り当てることができます。[グループ] をクリックすると、データ入力マスクが生成

され、新しいグループを作成できます。アクセス権の割り当ては、ユーザーの場合と同じ方法で実行できます。 

[ワークグループ (外部 LDAP)]、 [Windows (ADS)] の各モードでは、グループが自動的に外部サーバーと同期されま

す。 

 

機能: 新しいグループの作成  

グループを作成するには、グループ名を入力し、[作成] ボタンをクリックします。 

 
 

NOTE グループ名は下記の制限があります。 

 次の文字を使用できません: ~ ! @ # $ ^ & ( ) + [ ] { } * ; : ' " . , % | < > ? / \ = ` 

 スペースで開始または終了できません。 
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機能: GID マッピング (アップロード/ダウンロード)  

この機能を使用して、GID (グループ ID) をアップロードおよびダウンロードできます。一度に多くのユーザー ID を変更で

きます。 

 
 

GID をアップロードするには、次の手順を実行します。 
1. gid_mappings.csv 構成ファイル (フォーマット: group_name;gid) を 参照ボタンで検出します。このファイル

は、UTF-8 エンコード形式である必要があります。 

2. [アップロード] ボタンを押して、GID マッピングをインポートします。 

3. GID のインポート時にエラーが発生した場合は、ステータス→ハードウエア→機能：ログにある

gid_mappings_import.log ファイルを参照してください。 

 

警告  現在の GID マッピングは上書きされます。 

 

gid_mappings.csv をダウンロードするには、[ダウンロード] ボタンをクリックします。 

 
 

機能: グループのクォータ (アップロード/ダウンロード)  
この機能を使用して、クォータ (グループ クォータ) 設定をアップロードおよびダウンロードできます。これにより、一度に

複数のグループのクォータを変更できます。 

 
 

クォータをアップロードするには、次の手順を実行します。 

1. 参照ボタンを押して構成ファイル  quota_groups.csv  (エンコード : UTF-8、フォーマット :group_name; 

hard_quota-in kbytes) を検出します。 

2. アップロードボタンを押すと、グループのクォータ構成がアップロードされます。 

3. クォータのアップロード時にエラーが発生した場合は、ステータス->ハードウエア->機能：ログにある

quota_groups_import.log を参照してください。 

 

警告  現在の クォータ設定は上書きされます。 

 

quota_groups.csv をダウンロードするには、[ダウンロード] ボタンをクリックします。 
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作成した各グループの設定項目 

 

機能: グループ共有アクセス  

共有を選択し、  ボタンをクリックして、グループに共有アクセスを追加できます。指定した共有アクセスをグループ

から削除するには、共有を選択し、 ボタンをクリックします。 

 
 

NOTE    リスト内では次のキーボード キーを使用できます (最初に目的リストにフォーカスを設定します)。 

 “Home”: 先頭にジャンプします。 

 “End”: 末尾にジャンプします。 

 “Shift” + 矢印キー: 複数選択で使用します。 

 “文字キー”: 押されたキーで始まる最初の行にジャンプします。 
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機能: ユーザーグループメンバシップ  

ローカル LDAP ユーザー/グループ データベースに接続している場合は、この機能を使用して、ユーザー グループ メ

ンバシップを表示および変更できます。 

 
 

このグループにユーザーを割り当てるには、[選択可能なユーザー] リストからユーザーを選択し、  ボタン

をクリックします。ユーザーからメンバシップを削除するには、[メンバー] リストからユーザーを選択し、 ボタ

ンをクリックします。 

 

外部ユーザー/グループ データベースに接続している場合は、どのユーザーがこのグループのメンバーであるか

をチェックできます。 

 

機能: クォータ  

グループがアクセスを許可されている共有内に、そのグループが設定できる容量をクォータ (制限) とし

て指定できます。制限を削除するには、ユーザーのクォータを 0 に設定します。 

 
NOTE ユーザー/グループ クォータの最大値は 2TB です。2TB を超える値を入力した場合は自動的に 2TB 設定

となります。 
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機能: グループのメンバーのクォータ  
グループがアクセスを許可されている共有内に、そのグループのメンバーが設定できる容量をクォータ (制限) として指定

できます。さらにグループとして設定しているクォータをプライマリユーザーのみに設定する、個別にクォータ設定していな

いユーザーのみにグループメンバーのクォータを指定することも可能です。それぞれチェックを入れてください。制限を削

除するには、ユーザーのクォータを 0 に設定します。 

 
 

NOTE ユーザー/グループ クォータの最大値は 2TB です。2TB を超える値を入力した場合は自動的に 2TB 設定

となります。 

 

 

機能: グループ名の変更  

グループ名を変更するには変更後の名称を名前欄に入力します。 

 
 

 

機能: グループの削除  

グループを削除するには、[削除] ボタンをクリックします。 
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4-2-5.iSCSI ターゲットマネジャー 

 

機能: 新しいターゲットの作成  

ターゲットを作成するには、名前を指定するか、[デフォルトのターゲット名] オプションをオンにします。 

 
 

名前   ターゲット名には、英数字と特殊記号 . : - を使用できます。ターゲット名は、 

   大文字小文字が区別されません。入力された文字はそれぞれ小文字に変換されま 

   す。スペースとアンダースコアは使用できません。 

エイリアス  エイリアスは、ターゲット ツリーに表示されるターゲットの名前です。[エイリ 

   アス] には、[名前] と同じ名前付け規則が適用されます。 

 

NOTE    デフォルトのターゲット名の中には、サーバー名が使用されます。 

 

NOTE    iSCSI ターゲットを使用する場合は、ターゲット作成後、左欄に移動したターゲットを選択して、ターゲット

ボリュームマネジャーで LUN を指定する必要があります。 

 

機能: CHAP ユーザー アクセスの検出 

このターゲットへのアクセスを許可する CHAP ユーザーを追加します。 

 
 

NOTE リスト内では次のキーボード キーを使用できます (最初に目的リストにフォーカス設定します)。 

 “Home”: 先頭にジャンプします。 

 “End”: 末尾にジャンプします。 

 “Shift” + 矢印キー: 複数選択で使用します。 

 “文字キー”: 押されたキーで始まる最初の行にジャンプします。 

CHAP ユーザーのアクセス認証を有効にしても、アクセスを許可するユーザーを選択しない場合は、誰もターゲッ

トにアクセスできません。 
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作成した各 iSCSI ターゲットの設定項目 

 

機能: ターゲットボリュームマネジャー  

この機能を使用して、ターゲット内の未使用ボリュームと割り当て済ボリューム及びスナップショット・ボリュームを管理でき

ます。 

 
 

ターゲットにボリュームを割り当て、使用開始する場合は  ボタンをクリックして下さい。 

同様に割り当てられているボリュームをターゲットから削除する場合は  ボタンをクリックしてください。 

通常 LUN は自動的に割り当てられますが、iSCSI フェールオーバー設定をした場合など個別に設定した方が良い

場合がありますのでご注意下さい。 

 

NOTE iSCSI フェールオーバーを設定する場合は、プライマリ、セカンダリ側両方で同じ LUN を入力して iSCSI タ

ーゲットを作成します。その際、iSCSI ターゲット名、SCSI ID、LUN をプライマリ側と完全に同一にして

iSCSI ターゲットを起動します。また、仮想化ソフトウエアと組み合わせる場合 LUN を０以外の番号で指定

しないと動作しない場合があります。 

 

SCSI ID 論理ボリュームの SCSI identifier を入力することが可能です。各論理ユニットは一意の 

  SCSI ID をつける必要があります。例外は iSCSI フェールオーバー設定している場合で、フ 

  ェールオーバー設定している場合はプライマリ、セカンダリ側両方で同じ SCSI ID を入力し 

  て iSCSI ターゲットを起動します。 

RO  リード オンリー：ここにチェックが入っていると LUN は書き込み保護のかかったディスク 

  として表示されます。RO 属性を変更する場合はボリュームをターゲットから外した状態で設 

  定し、その後追加するようしてください。デフォルト設定では RO はチェックされません。 

WB  ライトバック キャッシュ：ここにチェックが入っているとデータの書き込みを早くするこ 

  とができます。ディスク・キャッシュにデータが書き込まれた段階で書き込み完了信号（ア 

  ック）を返します。ディスク・キャッシュはその後、ディスクに物理的な書き込みを行いま 

  す。デフォルト設定では WB はチェックされません。 
RO、WB が不使用設定（チェック無し）の場合、デフォルトのライトスルー キャッシュが使用されます。 

この場合はディスクにデータが物理的に書き込まれた段階で、書き込み完了になります。 
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機能: CHAP ユーザーアクセスの検出  

このターゲットへのアクセスを許可する CHAP ユーザーを追加します。 

 
 

NOTE リスト内では次のキーボード キーを使用できます (最初に目的リストにフォーカス設定します)。 

 “Home”: 先頭にジャンプします。 

 “End”: 末尾にジャンプします。 

 “Shift” + 矢印キー: 複数選択で使用します。 

 “文字キー”: 押されたキーで始まる最初の行にジャンプします。 

CHAP ユーザーのアクセス認証を有効にしても、アクセスを許可するユーザーを選択しない場合は、誰もターゲッ

トにアクセスできません。 

 

機能: ターゲット IP アクセス  

ターゲットへのアクセスを許可または拒否するネットワーク クラスまたは個別の IP アドレスを指定できます。各エントリ

はカンマで区切ります。 

 
 

アクセスを拒否 または アクセス許可 フィールドにエントリがない場合は、すべての人がターゲットにアクセスで

きます。アクセス許可 フィールドに少なくとも 1 エントリを指定すると、それに一致しないすべてのクライアントがタ

ーゲットにアクセスできなくなります。 

 

アクセスを拒否 フィールドに少なくとも 1 エントリを指定すると、そのネットワーク クラス アドレスに含まれる 

CHAP ユーザーは、ターゲットへのアクセスを拒否されます。 

 

アクセス許可 フィールドに IP アドレスを指定した場合は、同じアドレスがアクセス拒否 フィールドに指定されて

いても、そのアドレスの CHAP ユーザーはターゲットにアクセスできます。 

アクセス許可 フィールドだけに入力すると、アクセスを拒否 フィールドには、「0.0.0.0/0」のエントリが自動的に入

力されます。 

 

NOTE ターゲットへの既にアクティブなセッションは、新しく適用された設定に関係なく維持されます。設定の適用

後にすぐに設定を有効にするには、[メンテナンス] → [シャットダウン] → [接続のリセット] に移動し、接

続を手動でリセットします。保存されていないすべてのクライアント データが失われる可能性があることに

注意してください。 

 

ネットワーク クラス アドレスは、次の 2 つの形式で入力できます。 

 192.168.2.0/255.255.255.0 - 標準形式 

 192.168.2.0/24 - 短縮形式 

ネットワーク クラス アドレスを通常の形式で入力すると、自動的に短い形式に変換されます。 
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例 

アクセスの拒否: 0.0.0.0/0 

アクセスの許可: 192.168.2.30/0; 192.168.3.45 

 

この設定は、すべての IP アドレスまたはネットワーク クラス アドレスからのアクセスを拒否し、アクセス許可 フ

ィールド内のアドレスだけがターゲットへのアクセスを許可されます。 

 

アクセスの拒否: 192.168.0.0/16 

アクセスの許可: 192.168.2.30; 192.168.10.230; 192.168.30.0/24 

この設定は、ネットワーク 192.168.0.0/16 のすべての IP アドレスのアクセスを拒否します。IP アドレス 

192.168.2.30、192.168.10.230、ネットワーク 192.168.30.0/24 のすべての IP アドレス、および [Denied access (ア

クセスの拒否)] フィールドで拒否されていないすべての IP アドレスのアクセスを許可します。 

 

機能: ターゲットの名前の変更  

新しいターゲット名を指定します。ターゲット名は、大文字小文字が区別されません。入力された文字はそれぞれ小文字に変

換されます。 

 
 

機能: ターゲットの削除  

この機能は、ターゲットからすべてのボリュームを削除します。 

 
 

NOTE    ボリュームに保存されているデータは、自動的に削除されないことに注意してください。それらのボリュー

ムを異なるターゲットに割り当てると、引き続きデータを表示できます。重要または機密情報が漏れないよ

うにするには、ターゲットを削除する前にデータを削除してください。 

  

機能: 新しい CHAP ユーザーの作成  

CHAP ユーザーを作成するには、名前とパスワードを入力し、パスワードを再入力して、[作成] ボタンをクリックします。 

 
 

NOTE  CHAP ユーザー名の制限  

 次の文字を使用できません: ~ ! @ # $ ^ & ( ) + [ ] { } * ; : ' " . , % | < > ? / \ = `  

 スペースで開始または終了できません。 

    パスワードの制限 

 次の文字を使用できません: ' " `  スペース  

 長さが 12 ～ 16 文字である必要があります。 

 

CHAP ユーザーがパスワードを忘れてしまった場合、そのパスワードを回復する方法はありません。新しいパスワ

ードを設定しなおして下さい。 
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作成した各 CHAP ユーザーの設定項目 
 

機能: CHAP ユーザーの編集 

CHAP ユーザーのパスワード（シークレット）を変更します。確認を含めて 2 回入力して下さい。 

 
 

機能: CHAP ユーザーの削除  

この機能は、CHAP ユーザーをターゲットから削除します。 
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4-2-6.FC ターゲットマネジャー 

 

4-2-6-1.グループ 

左のツリー表示欄にファイバ・チャンネル グループが一覧表示されます。 

 

NOTE   デフォルトのグループ設定は public group です。その他のグループに所属している WWN がある場合、その

WWN は割り当てられたグループのみにアクセス可能で、public group にアクセスできません。 

 

機能: 新規グループの作成  

 
グループを作成する場合は Name 欄にグループ名を入力し、適用するボタンをクリックして下さい。 

 

名前：  グループ名は大文字、小文字は区別しません。すべて小文字で入力されます。 

使用可能な文字は次の通りです； a-z 0-9 . - : 
 

機能: グループボリュームの追加 

 
 

この機能を使用して、FC 論理ボリュームを管理できます。グループにボリュームを割り当て、使用開始する場合は  

ボタンをクリックして下さい。 

 

同様に割り当てられているボリュームをグループから削除する場合は  ボタンをクリックしてください。通常 LUN は

自動的に割り当てられますが、個別に設定した方が良い場合がありますのでご注意下さい。 

 

RO   リード オンリー：ここにチェックが入っていると LUN は書き込み保護のかかったディスク 

   として表示 されます。RO 属性を変更する場合はボリュームをグループから外した状態 

   で設定し、その後追加 するようしてください。デフォルト設定では RO はチェックされませ 

   ん。 

WＴ  ライトスルー キャッシュ：ここにチェックが入っているとデータはキャッシュされると同時 

   に論理ボリュームに書き込まれます。このオプションを使用されるとキャッシュとデータ 

   の同期が常にとれるためデータの整合性が増します。デフォルト設定では WＴはチェック 

   されません。 

RO、WＴが不使用設定（チェック無し）の場合、デフォルトのライトバック キャッシュが使用さ

れます。この場合はデータがキャッシュに書き込まれた時点で書き込み完了信号（アック）を

返します。ディスク・キャッシュはその後、ディスクに物理的な書き込みを行います。 

ブロックサイズ FC ボリュームのブロックサイズを表示します。 
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機能: WWN エイリアスアクセス 

 
 

グループにアクセス許可された WWN エイリアスを追加します。 

 

WWN  ワールドワイド ネーム：ファイバチャンネル・ストレージ・ネットワーク内の一意の名称です。各WWN 

  は製造元が割り当てた 64 ビット名称を持っており、IEEE でグローバルに一意であることを保証され 

  ています。名称には次の文字を使用可能です A to F  a to f 0 to 9  :  

HBA のマニュアルで詳細はご確認下さい。 WWN の例； 1A:FF:AC:4D:00:1F:99:F3. 

HBA  ホストバス・アダプター：HBA はホストシステムを他のネットワークやストレージ・デバイスに接続しま 

  す。ここではファイバチャンネル・ネットワークへの接続を意味します。 

  
NOTE   リスト内では次のキーボード キーを使用できます (最初に目的リストにフォーカスを設定します)。 

 “Home”: 先頭にジャンプします。 

 “End”: 末尾にジャンプします。 

 “Shift” + 矢印キー: 複数選択で使用します。 

 “文字キー”: 押されたキーで始まる最初の行にジャンプします。 

 

機能: グループの名前変更 

 
 

グループ名を変更します。グループ名は大文字、小文字を区別しません。 

 

使用可能な文字は次の通りです； a-z 0-9 . - :  

 

機能: グループの削除 

 
 

選択されているグループを削除できます。関連したすべての LUN、WWN エイリアスも削除されます。 
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4-2-6-2.WWN エイリアス 

 

ファイバチャンネル WWN エイリアスを一覧で確認できます。 

 

機能: 新しい WWN HBA エイリアスの作成 

 
 

HBA に新規で WWN エイリアスを作成します。 

 

 指定している HBA のエイリアスと WWN を入力します。 

 完了したら作成するをクリックします。 

  

エイリアス WWN の短縮名。次の文字を使用可能です； A to Z  a to z  0 to 9 

WWN  ワールドワイドネーム：ファイバチャンネル・ストレージ・ネットワーク内の一意の名称です。各 WWN 

は製造元が割り当てた６４ビット名称を持っており、IEEE でグローバルに一意であることを保証され 

ています。名称には次の文字を使用可能です A to F  a to f 0 to 9  :  

HBA のマニュアルで詳細はご確認下さい。 WWN の例； 1A:FF:AC:4D:00:1F:99:F3. 

HBA  ホストバス・アダプター：HBA はホストシステムを他のネットワークやストレージ・デバイスに接続しま 

す。ここではファイバチャンネル・ネットワークへの接続を意味します。 

 

 

機能: WWN エイリアス情報 

 

 

FC HBA エイリアスの WWN 情報などを表示できます。 

機能: WWN HBA エイリアスの削除 

選択している WWN HBA エイリアスを削除できます
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4-3.メンテナンス 
 

このページには [メンテナンス] タブからアクセスでき、管理操作全般に関する設定と機能が含まれています。 

 

機能: システムの再起動  

この機能を使用して、すぐにシステムを再起動できます。 

 
 

 

機能: 再起動のスケジュールの作成  

このコントロールを使用して、システム再起動の時刻をスケジュール指定できます。スケジュールされた再起動は次の再

起動のスケジュールで確認可能です。 

 
 

コメント  設定するシステム再起動のコメントを入力可能です。 

時間設定  再起動するスケジュールを設定します。 

 

機能: 再起動のスケジュール  

再起動のスケジュールとして設定されているものを確認可能です。スケジュールを削除する場合は   をクリックしてく

ださい。 
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機能: システムのシャットダウン 

この機能を使用して、すぐにシステムをシャットダウンできます。 

 
 

NOTE  iX を再度電源オンするには、手動で行う必要があります。 

 

機能: シャットダウンのスケジュールの作成  

このコントロールを使用して、スケジュールされたシステムシャットダウンの時刻を指定できます。スケジュールされたシャ

ットダウンは次のシャットダウンのスケジュールで確認可能です。 

 
 

 

機能: シャットダウンのスケジュール  

シャットダウンのスケジュールとして設定されているものを確認可能です。スケジュールを削除する場合は   をクリッ

クしてください。 
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4-3-1.接続 

 

機能: NAS 接続のリセット  

この機能を使用して、ネットワークを介して行った共有またはアクセス権の変更を直ちにブロードキャストできます。この機

能は、SMB 接続と FTP 接続の場合にのみ使用できます。該当するチェックボックスをオンまたはオフにします。 

 
 

警告 この機能は、指定したプロトコルで共有に接続しているすべてのユーザーを接続解除するため、開 

  かれているファイルがある場合は、データが失われる可能性があります。 

 

機能: iSCSI セッションマネジャー  

この機能を使用して、iSCSI ターゲットへの現在の接続を確認できます。ここには、ターゲット名、IP アドレス、CID 

(Connection ID)、SID (Session ID) などの情報が表示されます。 

 
 

NOTE iSCSI ターゲットへの接続を切断することはできますが、イニシエータ側で接続の自動的な再確立が有効

になっている場合は、イニシエータによって再確立される場合があります。イニシエータによるターゲットへ

の再接続をブロックするには、[セットアップ] [iSCSI ターゲット マネジャー] [ターゲット] [ターゲット (番

号)] [機能: ターゲット IP アクセス] で IP アドレスを拒否設定する必要があります。 

 

機能: iSCSI 接続のリセット   

クライアントに特定の設定変更 (ボリュームのサイズ変更など) を通知するには、iSCSI デーモンを再起動する必要があ

ります。 

 
警告 iSCSI イニシエータによる現在の接続はすべて直ちに終了されます。保存されていないデータ ファ 

  イルは失われる可能性があります。 

 

NOTE   クライアントが接続を自動的に再確立しない場合は、クライアントから手動で接続を再確立する必要があ

ります。 
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4-3-2.スナップショット 

 

機能: スナップショットタスク   

この機能を使用して、スナップショットをアクティブ (開始) または非アクティブ (停止) にできます。スナップショットのアク

ティブ化は、スケジュールされていないスナップショット (非アクティブなスケジュール設定) に対してのみ可能です。 

 
 

LV  スナップショットが割り当てられる論理ボリューム 

サイズ スナップショット用に予約されているスペース 

Array  スナップショットの状態。次のいずれかになります。 

アクティブ ：  スナップショットはアクティブ状態です。 

非アクティブ ： スナップショットは非アクティブです (理由としてオーバーフローが考えられま)。 

未使用 ：  スナップショットは現在使用されていません。 

 

使用法 スナップショット用に予約されているスペースの使用率。ボリューム内で変更されたデータ分量と同じです。こ

の使用率が 100%に到達すると、スナップショットの状態は使用中/非アクティブに変わります。そして、スナップショット

で固定された過去のデータへのアクセスはできなくなります。（変更後のデータにのみアクセス可能です。）非アクティ

ブのスナップショットを削除するには Stop ボタンをクリックして下さい。 

 

NOTE    

 すでにバックアップ、レプリケーションタスクに割り当てられているスナップショットを手動で開始した

り、スケジュール設定しないで下さい。操作によりバックアップ、レプリケーションタスクが正常に動

作しなくなります。 

 

 スナップショットはコピー・オン・ライト技術を使用しています。アクティブなスナップショット数が増え

れば増えるほど、ボリュームの書き込み速度は低下します。ボリューム毎のスナップショット数は２，

３個以下に設定することをお勧めします。 

 

 スナップショットは不整合なボリュームでは起動できません。不整合なボリュームとはボリューム・レ

プリケーション（複製）をしている同期先のボリュームを初期化中の場合です。初期化が完了すれ

ばスナップショットを起動できます。 
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作成した各スナップショットの操作項目 

機能: スナップショット情報 

選択したスナップショットの情報を表示できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前  スナップショットの名前 

サイズ  スナップショット用に予約されている容量。 

LV  スナップショットが割り当てられる論理ボリューム 

 

機能: スナップショットタスクのスケジュールの作成  

選択したスナップショット タスクのスケジュールを作成できます。 

 
 

コメント スナップショット スケジュールのコメントを入力できます。 

スタート 時間ドロップダウン リストから 時間を選択してスナップショットのスタート及びストップ 

  時間を設定します。 

 

 

機能: スナップショットタスクのスケジュール  

作成したスナップショット タスクのスケジュールを確認可能です。スケジュールを削除する場合は  をクリックしてくだ

さい。  
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4-3-3. バックアップ 

 

4-3-3-1.バックアッププール 

 

機能: 新規プールの作成 

 
 

ここで新規にプールを作成可能です。プールはストレージ内のテープをグループ分けするのに使用されます。 

 

設定可能なオプション： 

 名前： プールの名称 

 以降テープ保持： プール内のテープを上書きするまでの保存期間を指定します。 

 テープをそれぞれ一度しか使用しない： テープの上書き保存期間内はテープはそれぞれ一度しか使用されま

せん。テープに追加書き込み不能となります。 

 

プールの作成方法： 

1. プール名称を入力します。 

2. テープの保存期間を以降テープ保持欄に指定します。 

3. テープを一度しか使用しない場合はオプション設定します。 
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作成されたバックアップツールを選択して表示されるメニュー 

 

機能: プール設定  

ここでプール設定を変更可能です。 

 
 

設定可能なオプション： 

 名前： プールの名称 

 以降テープ保持： プール内のテープを上書きするまでの保存期間を指定します。 

 テープをそれぞれ一度しか使用しない： テープの上書き保存期間内はテープはそれぞれ一度しか使用されま

せん。テープに追加書き込み不能となります。 

 

NOTE  以降テープ保持で指定するテープ保存期間は新規に追加されたテープにのみ変更可能です。以前に設定

した内容を変更することはできません。 
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機能: テーププール 

ここで選択したプールの設定済みテープ情報の確認、テープの管理が可能です。 

 

設定可能なオプション： 

 名前： プールの名称 

 デバイス： テープが所属するデバイス名 

 ステータス： ここには次の情報が入る可能性があります： 

フル – テープはフルのためテープ保存期間が終了するまでバックアップに使用できません。 

追加 – テープの後ろの空きスペースに新しいバックアップが追加記録されます。 

リサイクル – テープがパージ済みでその他に追加可能なテープが無い場合にこのステータス表示になりま

す。テープは完全に上書きされ、テープ上のデータは削除されます。 

パージ済み - テープの保存期間が過ぎるとこの状態が表示されます (古いデータがまだテープに残って

います)。 

エラー - テープのエラーのため、テープは使用されません。 

使用済み - テープは一度のみの使用が終わったと設定され、データを追加できません。 

ビジー - テープは現在バックアップの書き込みに使用されています。 

使用量 / 空き容量 
テープの使用量、空き容量を MB で表示します。 

アクション 
テープに対して操作できる内容は以下の通りです； 

・テープの詳細情報の表示 

・手動でテープをパージ済みステータスに変更する 

・テープを取り外す 

 

機能: プールの削除  

ここで選択したプールを削除可能です。 
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4-3-3-2.バックアップデバイス 

すべてのバックアップ デバイスのリストが表示されます。デバイス名をクリックし、デバイス設定を編集したり、デバイスに

新しいテープを作成したり、テープを管理したり、デバイスを削除することができます。テープ バックアップ デバイス (物

理デバイス) が接続されている場合は、バックアップ デバイス ツリーに [Tape Drive (テープ ドライブ)] エントリが表示さ

れます。 

 

機能: 新しい仮想バックアップデバイスの作成  

新しいバックアップ デバイスを作成できます。このデバイスは、データのバックアップを作成するときに保存先として使用

されます。 

 
 

次の情報を指定します。 

 デバイスの名前 

 デバイスの共有 

 テープ保存時間 

1 つのテープに 1 つのバックアップだけを作成する場合は、[各テープを一度だけ使用] オプションを選択します。[作

成] ボタンをクリックして、新しいバックアップ デバイスを作成します。 

 

NOTE   仮想バックアップデバイスごとに専用の共有を作成することをお勧めします。 

 

新しい仮想バックアップデバイスが作成されたら、左欄のそのエイリアスをクリックして新しいテープの作成を選択し、

仮想テープを作成します。 その後、対応する新しいバックアップタスクを作成してください。 
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作成されたバックアップデバイスを選択して表示されるメニュー 
 

機能: 新しいテープの作成 

ここで新しい仮想テープを作成できます。 

 
 

名前：    テープの名称です。 

プール名：    ドロップダウンリストから選択します。 

テープサイズの制限：  テープサイズを制限する場合はチェックします。 

 

機能: テープバックアップデバイス 

ここで選択したバックアップデバイスのテープ情報の確認、テープの管理が可能です。 

 

設定可能なオプション： 

  名前： プールの名称 

  デバイス： テープが所属するデバイス名 

  ステータス： ここには次の情報が入る可能性があります： 

フル – テープはフルのためテープ保存期間が終了するまでバックアップに使用できません。 

追加 – テープの後ろの空きスペースに新しいバックアップが追加記録されます。 

サイクル – テープがパージ済みでその他に追加可能なテープが無い場合にこのステータス表示にな

ります。テープは完全に上書きされ、テープ上のデータは削除されます。 

パージ済み - テープの保存期間が過ぎるとこの状態が表示されます (古いデータがまだテープに残っ

ています)。 

エラー - テープのエラーのため、テープは使用されません。 

使用済み - テープは一度のみの使用が終わったと設定され、データを追加できません。 

ビジー - テープは現在バックアップの書き込みに使用されています。 

使用量 / 空き容量 
テープの使用量、空き容量を MB で表示します。 

アクション 

テープに対して操作できる内容は以下の通りです； 

 テープの詳細情報の表示 

 手動でテープをパージ済みステータスに変更する 

 テープを取り外す 
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機能: バックアップデバイスの削除  

ここで選択したバックアップデバイスを削除可能です。 

 

機能: テープ ツール 

この機能は、テープ デバイスを管理するツールを提供します。 

 

テープ ツール: 

 テープの巻き戻し 

 テープの消去 

 テープのアンロード/取り出し 

 テープのロード 

 

NOTE  テープ ライブラリ デバイスが接続されている場合は、テープのアンロード ツールが表示されます。ストリ

ーミング デバイスが接続されている場合は、テープの取り出しツールが表示されます。 

 

4-3-3-3.バックアップ タスク 

作成したすべてのバックアップ タスクのリストが表示されます。バックアップ タスク名をクリックすると、バックアップ タス

ク名に関する詳細情報が表示されます。 

 

機能: バックアップ タスク  

選択したタスクに関する情報を表示できます。 

 
 

共有  バックアップで使用される共有のリスト。 

デバイス  バックアップ タスクが割り当てられているバックアップ デバイス。 

LV   バックアップ デバイスに使用される論理ボリューム。 

スナップショット バックアップ タスクに使用されるスナップショット。 

レベル  使用されるバックアップ レベル。 

圧縮  圧縮情報 
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機能: 新しいバックアップ タスクの作成  

新しいバックアップ タスクを作成できます。 

 
 

バックアップ タスクを作成するには、次の手順を実行します。 

1. タスク名を入力します。 

2. 論理ボリュームを選択します。 

3. バックアップ用の共有を選択します。 

4. バックアップの作成元のスナップショットを選択します。 

5. バックアップ先のプールを選択します。 

6. バックアップ レベルを選択します。 

7. バックアップのデータを圧縮する場合は、[データの圧縮] オプションを選択します。 

8. バックアップ後にテープをマウント解除するには、[バックアップ後にテープをマウント解除] オプションを

選択します。 

 

バックアップ レベル: 

フル  すべてのデータがバックアップされます。 

インクリメンタル 新しいデータだけがバックアップされます。 

差分  前回のフル バックアップ以降のすべての新しいデータがバックアップされます。 

 

また、フルバックアップの頻度にチェックを入れることにより、差分、インクリメンタルバックアップの何度かに一度フ

ルバックアップを実施することが可能です。 
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表示されたバックアップタスクを選択して表示されるメニュー 
 

機能: バックアップタスク 

選択したタスクに関する情報を表示できます。 

 
 

共有  バックアップで使用される共有のリスト。 

デバイス  バックアップ タスクが割り当てられているバックアップ デバイス。 

LV   バックアップ デバイスに使用される論理ボリューム。 

スナップショット バックアップ タスクに使用されるスナップショット。 

レベル  使用されるバックアップ レベル。 

圧縮  圧縮情報 

 

機能: バックアップタスクの新しいスケジュールの作成 

選択したバックアップ タスクに対して実行スケジュールを指定できます。 

 

機能: バックアップタスクのスケジュール  

選択したバックアップ タスクに対して作成されているすべてのスケジュールに関する情報を参照できます。スケジュール

を削除する場合は  をクリックしてください。 

 

機能: バックアップタスクの削除  

選択したバックアップ タスクを削除できます。 
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4-3-3-4. データ複製 

 

すべてのデータ複製タスクのリストが表示されます。 
 

機能: 新しいデータ複製タスクの作成  

この機能を使用して、新しいデータ複製タスクを作成できます。実行元としてデータを複製できます。 

 
 

タスク名   タスク名を入力してください。 

実行元の共有  共有を複製元として設定するには、ドロップダウン リストから共有を 

選択し、[実行先 IP] を入力します。ここで共有が複製されます。 

スナップショット  データ複製に割り当てられるスナップショット。 

実行先の共有  ドロップダウン リストから実行先の共有を選択し、実行先エージェントのログイン名とパ 

   スワードを入力します。 

実行先エージェントのログイン名 ：実行先エージェントのログイン名を入力します。 

実行先エージェントのパスワード ：実行先エージェントのパスワード。 

複製エラーのログ 複製エラーを記録する場合にオンにします。 

全ファイルの複製 このオプションをオンにすると、ファイルの変更部分だけが複製されるのではな 

   く、ファイルのすべての部分が複製されます。ネットワークの速度がローカル パ 

ーティションの書き込みより高速な場合は、オンにすることをお勧めします。 

ACL の使用  ファイルを複製するときに ACL の認証を使用したい場合にチェックを入れてください。  

ファイルを削除しない チェックが入っていないと、同期先にあるファイルで同期元と同じ名称以外のものが削

除されます。削除したくない場合はチェックを入れておいてください。 

 

NOTE   共有を複製先として設定するには、[セットアップ]  [NAS settings (NAS 設定)] メニューで、[データ複製

エージェント] を有効にし、各共有の複製オプションを有効にする必要があります。複製元だけを設定する

場合、[データ複製エージェント] を有効にする必要はありません。 

 

データ複製とバックアップを同時に実行することはできません。バックアップは、データ複製より優先度が高くなりま

す。データ複製がバックアップと同じ時刻に設定されており、同じ論理ボリュームのスナップショットを使用する場合、

データ複製が中止されます。スナップショットは同じ時刻に 2 度使用できないため、データ複製とバックアップが同

じ論理ボリュームに設定されている場合は、データ複製の状態にスナップショット エラーが表示されます。 

 

インターネットを介してデータ複製を実行するには、ファイアウォール ポートを 873 に設定する必要があります。 
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機能: データ複製タスク  

作成したデータ複製タスクを実行、停止、および削除できます。 

 
 

タスクごとに、次の詳細情報が表示されます。 

 実行先 IP 

 実行元の共有 

 スナップショット 

 実行先の共有 

 実行先エージェントのログイン名 

 全ファイルの複製情報 

 複製エラーのログ情報 

 

作成されたデータ複製タスクを選択して表示されるメニュー 

 

機能: データ複製タスク  

作成したデータ複製タスクを実行、停止、および削除できます。 

 
 

タスクごとに、次の詳細情報が表示されます。 

 実行先 IP 

 実行元の共有 

 スナップショット 

 実行先の共有 

 実行先エージェントのログイン名 

 全ファイルの複製情報 

 複製エラーのログ情報 

 

機能: データ複製タスクのスケジュールの作成  

選択したデータ複製タスクのスケジュールを作成できます。 

 

コメント    複製スケジュールのコメントを入力できます。 

Time select (時間選択)  [Time select (時間選択)] ドロップダウン リストから [今すぐ] を選択して直 

    ちに複製を開始するか、スケジュールに追加することができます。 

Interval (間隔)   複製を行う間隔を選択します。 
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機能: データ複製タスクの スケジュール 

選択したデータ複製タスクに対して作成されているすべてのスケジュールを管理できます。スケジュールを削除する場合

は  をクリックしてください。 

 
 

機能: データ複製タスクの削除  

選択したデータ複製タスクを削除できます。 

 

4-3-4.リストア 

 

バックアップした内容をリストア（復元）するときに使用する機能です。 

 

機能: バックアップのリストアタスク  

ここでリストアタスクの開始、停止、削除が可能です。  

 
各タスクは以下のフィールドで内容確認可能です；  

名前    リストアタスクの名称です。 

開始時間    リストアタスクが開始した時間です。 

アクション    リストアタスクで実行するリストア内容です。 

 

その他のタスク情報  

最後のログ    アクションのログを表示します。 

概要 

Device   タスクが仮想ドライブ、テープドライブのいずれで実行されているかを確認できます。 

Destination Share リストア先の共有名です。 

Jobs    このタスク実行のために走っているジョブの数です。 
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機能: 新しいリストアタスクの作成 

この機能を使用してバックアップタスクを検索し、選択したバックアップタスクに対するリストアタスクを作成できます。 

 
 

以下の検索条件を使用できます 

タスク  タスク名 

デバイス  バックアップデバイス名 

 

以下をファイル名に含むもの 
検索条件で指定した内容を含んだファイルのみ検索表示されます。ファイル名にワイルドカードを使用することも

可能です。例えば、'M???'と検索条件に入力いただくと、M 文字で始まる 4 文字のファイル名のファイルがすべて検

索されます。'M*'の場合は M でファイル名が始まるすべてのファイルが検索されます。 

ファイル名の検索には次の文字は使用できません； / ; " $ % ! ~ @ > < = + ^ # & \ ' : ,  

 

開始日、終了日 バックアップの日付範囲を指定検索します。それぞれの日付フィールドに指定書式で入力し 

   て下さい。 

 
何も検索条件を指定しない場合、タスクはすべて表示され以下の条件で表示されます。 

名前  バックアップ タスク名 

日付  バックアップタスクを作成した日付 

デバイス  バックアップデバイス名 

詳細  ファイル、サイズ、必要なテープ 

 

新しい復元タスクの作成  
1. バックアップタスク名にチェックを入れることでバックアップタスクを選択します。 

2. 復元タスクに名前を付けます。 

3. 復元先をドロップダウンリストから選択します。 

4. ファイルの上書きオプションを瀬呈します。 

5. タスク作成直後にすぐ復元させる場合は作成直後に実行にチェックを入れておきます。 

6. 適用するをクリックして完了です。 
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作成されたリストアタスクを選択して表示されるメニュー 

 

機能: リストアタスク 

作成した復元タスクの詳細を確認することが可能です。 

 
 

バックアップ 復元タスクの元となるバックアップタスク名です。 

実行先の共有 復元先の共有名です。 

デバイス  バックアップデバイスのタイプです。 

ファイルの上書き 復元の際に使用する指定した上書きオプション設定です。  

 

機能: リストアタスクの削除  

指定している復元タスクを削除できます。 
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4-3-5.アンチウイルス 

 

機能: 新しいアンチウイルスタスクの作成  

新しいアンチウイルス スキャン タスクを作成できます。 

 
 

1. タスク名を入力します。 

2. スキャンする共有を選択します。 

3. [適用] ボタンをクリックして、タスクを作成します。 

 

NOTE  アンチウイルスはパスワード保護されているアーカイブはスキャンしません。 

 

機能: アンチウイルスタスク 

作成されたアンチウイルスタスクの起動、停止、削除が可能です。 
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機能: ウイルス定義ファイルの更新 

ここでウィルス定義ファイルを更新可能です。 

 

ミラーサイトの選択  定義ファイルをダウンロードするミラーサイトを選択してください。 

更新時期   定義ファイルを更新する時期を選択してください。“今すぐ”を選択い 

    ただくとすぐに更新ファイルのダウンロードを開始します。 

 

機能: ローカルのウイルス定義の更新 

ここでウィルスデータベース ファイルをサーバーにアップロードします。 

 

 参照ボタンをクリックして http://clamav.net/よりダウンロードした定義ファイルを選択します。Click on button 

"browse" and select database file, downloaded from, 

 アップロードボタンをクリックしてアップロードします。 

 サポートしているデータベースは“毎日”と“メイン”の 2 種類で、拡張子は”cvd“です。 

 

作成されたアンチウイルスタスクを選択して表示されるメニュー 
 

機能: アンチウイルス タスクの新しいスケジュールの作成  

選択したアンチウイルス タスクの新しいスケジュールを作成できます。 

 
 

コメント   アンチウイルス スケジュールのコメントを入力できます。 

時間選択  [時間選択] ドロップダウン リストから [今すぐ] を選択して直ちにアンチウイ 

   ルス タスクを開始するか、スケジュールに追加することができます。 

間隔  選択した時間ごとにスキャンが実行されます。たとえば、間隔で [1 時間] を選 

   択した場合は、1 時間ごとに共有がスキャンされます。 

 

機能: アンチウイルスタスクのスケジュール  

選択したアンチウイルス タスクに対して作成されているすべてのスケジュールを管理できます。 
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4-3-6.諸設定 

 

機能: 設定の保存  

この機能を使用して、構成設定を保存できます。 

 
 

次の設定を保存できます。 

 

 セットアップの内容 

 構成の内容 

 

保存する設定を選択し、[適用] をクリックします。設定は、ローカルのサーバーに保存したり ([設定の復元] 機能

に表示される)、ダウンロード可能なファイルに保存することができます。設定をローカルに保存するたびに新しい

エントリが作成され、復元時に、復元する設定として個別に選択できます。 

設定を復元するには、[設定の復元] 機能を使用します。 

 

NOTE  設定はシステムの再起動、シャットダウン時に自動で保存されます。保存されたファイルは次のファイル名

を使用します： auto_save_X / auto_save_last. 

 

機能: 設定のリストア  

この機能を使用して、以前に保存した構成設定を復元できます。ローカルに保存したファイルから設定を復元したり、以前

にダウンロードした構成設定ファイルをアップロードすることができます。エントリごとに、構成ファイル名、作成日、および

適用できるアクションを参照できます。[詳細] ボタンをクリックして、復元する設定を選択できます。設定を復元するには、

[復元] ボタンをクリックします。 

 
 

次の設定を復元できます。 

 

 セットアップの内容 

 構成の内容 

 

構成設定ファイルを削除するには、[削除] ボタンをクリックします。構成設定ファイルをダウンロードするには、そ

の名前をクリックします。以前に保存した構成設定ファイルをアップロードするには、ファイル名を参照し、[Upload 

(アップロード)] ボタンをクリックします。 

設定を保存するには、[設定の保存] 機能を使用します。 

 

NOTE  設定はシステムの再起動、シャットダウン時に自動で保存されます。保存されたファイル auto_save_X / 

auto_save_last. を復元に使用すれば以前の設定に復元することが可能です。 
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4-3-7.ソフトウエアの更新 

 

システムのソフトウエアを更新する場合にここの機能を使用します。 

 

機能: 更新ダウンローダー  

この機能を使用して、新しい更新があるかどうかをチェックし、ダウンロードできます。 

 
 

新しい更新をダウンロードするには、登録を行う必要があります。また、[セットアップ]  [ネットワーク] メニューで、

正しい DNS およびゲートウェイ アドレスを設定することを忘れないでください。 更新には次の 2 種類がありま

す； 

 ソフトウエアのフルバージョンの更新 

 パッチ更新 

 

機能: システムソフトウエア更新  

この機能を使用してダウンロードした更新ファイルを使用してシステム ソフトウエアを更新できます。 

 

ダウンロードした更新ファイルには次の 2 種類があります； 

 ソフトウエアのフルバージョンの更新 

 パッチ更新 

実行できる機能は次の通りです；  

 複数の製品バージョンの保存。 

 更新ファイルの削除。 ( X ボタンを使用します。) 

 各製品バージョンのデフォルト設定に戻す。 ( V ボタンを使用します。) 

 バージョンのリリースノートの確認。（該当製品バージョンのスクロールバーをスクロールします。） 

製品バージョンのコード構成は次の通りです； 

 最初の 3 桁がバージョン番号 

 次の２桁が "up" からの連番 

 製品リリース日付 

 製品のディレクトリ名 

 製品ディレクトリの容量 

更新ファイルのアップデート中にリリースノートを確認して、アップロードを承認する、中止することが可能です。アッ

プロードを承認した場合は再起動ボタンを押してシステム変更を確定してください。 

デフォルトの製品バージョンオプションを使用すると（“ブート”ユニット）自動的に起動時にそのバージョンが選択さ

れます。 

 

NOTE  パッチ更新の場合は現在アクティブの製品バージョンに対して当てられます。 
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4-4. ステータス 
 

この機能は、iX の重要なシステム パラメータの概要をわかりやすく提供します。対応する機能は、ネットワーク、論理ボリ

ューム、接続、ハードウエア、タスク、および S.M.A.R.T です。 

 

4-4-1.ネットワーク 

 

機能: インターフェイス  

ネットワーク インターフェイス情報を表示できます。テーブルには、ネットワーク インターフェイス名、IP アドレス、DHCP 

情報、ケーブルの状態が表示されます。 

 

機能: DNS 情報  

ネットワーク インターフェイス DNS 情報を表示できます。 

 

機能: HTTP プロキシ情報  

この機能を使用して、HTTP プロキシ情報を表示できます。プロキシが有効になっているか、どの HTTP プロキシ IP ア

ドレスが割り当てられているかを確認できます。 
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搭載されているネットワークインターフェースを選択して表示されるメニュー 
 

機能: インターフェイス情報 

この機能を使用して、選択したネットワーク インターフェイスに関する情報を表示できます。 

 
 

次の情報が表示されます。 

 MAC アドレス 

 状態 

 DHCP の状態 

 IP アドレス 

 ネットマスク 

 ブロードキャスト アドレス 

 ゲートウェイ アドレス 
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4-4-2.論理ボリューム 
 

機能: 論理ボリューム統計  

論理ボリュームの概要情報を表示できます。 

 
 

詳細は各ボリューム・グループを選択してください。 

名前  論理ボリュームの名称。 

サイズ  論理ボリュームのサイズ。 

使用中  論理ボリュームの現在のデータ使用量。 

空き  論理ボリュームの使用可能な容量。 

使用量  全体容量に対する使用量をパーセント表示します。 

 

機能: 動的ボリューム統計  

この機能を使用して、動的ボリュームの統計データを表示できます。 
 

作成されている論理ボリュームを選択して表示されるメニュー 
 

機能: 論理ボリューム統計 

選択した論理ボリュームに関する情報を表示できます。 

 
 

次の情報が表示されます； 

名前    論理ボリュームの名称。 

サイズ    論理ボリュームのサイズ。 

使用中容量    論理ボリュームの現在のデータ使用量。 

空き容量    論理ボリュームの使用可能な容量。 

スナップショットの合計数  論理ボリュームに割り当てられているすべてのスナップショ 

     ットの数。 

アクティブなスナップショット アクティブなスナップショットの数。 
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4-4-3.接続 

 

この機能は、現在アクティブなユーザー接続を表示します。 

 

表示するのは以下の通りです； 

 アクティブな SMB ユーザー接続 

 アクティブな FTP ユーザー接続 

 アクティブな NFS ユーザー接続 

 アクティブな AppleTalk ユーザー接続 

 iSCSI の状態 

 

機能: アクティブな SMB ユーザー接続 
ここで特定の SMB 共有に接続しているユーザーとその IP アドレスを確認可能です。表示されているユーザー名をクリック

するとそのユーザーが接続している共有がそのユーザーのユーザー名、コンピュータ名、IP アドレスと共に表示されます。 

 
 

機能: アクティブな FTP ユーザー接続 

ここで特定の FTP 共有に接続しているユーザーとその IP アドレスを確認可能です。 
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機能: アクティブな NFS ユーザー接続 

ここで特定の NFS 共有に接続しているユーザーとその IP アドレスを確認可能です。 

 
 

機能: アクティブな Appletalk ユーザー接続 

ここで特定の Appletalk 共有に接続しているユーザーとその IP アドレスを確認可能です。 

 
 

機能: iSCSI ステータス 

ここで iSCSI ターゲットに接続しているユーザーとその IP アドレスを確認可能です。確認できるのはターゲット名、エンドユ

ーザーIP アドレス、CID(Connection ID)、SID（Session ID）です。 
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4-4-4.システム 

 

機能: サービス  

各サービスの使用状況を確認することが可能です。 

 
 

サービス   サービスの名称 

状態     起動中（オン）かオフか 

状態     サービスを実行中（アクティブ）か待機中（非アクティブ）を表示します。 

 

  ボタンをクリックするとそのサービスに関する詳細を確認できます。 

名前： サービスを実行するプロセス名 

詳細： プロセス除法 

カウント： プロセスカウント数 

 

 

機能: 追加されたライセンスキー 

追加されたライセンスキーの情報を確認可能です。 

 

キー   ライセンスキー 

タイプ  ライセンスキーのタイプ容量拡張または MRCP です。 

容量  ライセンスキータイプの容量 
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4-4-5.ハードウエア 

 

ここで使用している UPS、ネットワーク コントローラ、ドライバ (ネットワーク ドライバ、RAID ドライバなど) に関する情報

を確認可能です。 

さらに、最新の iX ログ ファイルをダウンロードしたり、指定したログ ファイルまたはすべてのログ ファイルを圧縮形式

でダウンロードしなくても表示することができます。メモリ (RAM) とスワップの使用量およびハードウエア モニタをチェック

することもできます。 

 

機能: UPS の状態 

UPS デバイスの現在の状態を確認可能です。 

 
 

機能: コントローラ情報 

サーバーにインストールされているコントローラ情報を確認可能です。 
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機能: ドライバ情報 

ブート時に検出されたアクティブなドライバ情報を確認可能です。 

 
 

機能: ログ  

この機能を使用して、サーバーの運用中に収集されたログをダウンロードしたり削除することができます。これらのログで、

問題が発生した場合のトラブルシューティングに必要なすべてのシステム情報を参照できます。 

 
 

NOTE    システムで誤動作、障害が発生した場合はここで採取するログを弊社サポートまでお送り下さい。ダウン

ロードする際に簡単な I/O テストを行いますので適確な判断をさせていただくことができます。 

 

NOTE    論理ボリューム マネジャーのリカバリ情報もログに保存されます。論理ボリュームの作成後にログをダウ

ンロードし、それらを保存場所に格納しておくことをお勧めします。これは、重大なハードウエア エラーが

発生した場合に、論理ボリュームやボリューム・グループのリカバリ情報になります。 

 

NOTE  ログを生成中には、ディスクの単純な速度テストが実行されます。ソフトウエア RAID が多数の単一ディス

クで使用されている場合は、このテストに数分かかる場合があります。 
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機能: ログビューア  

この機能を使用して、指定したログ ファイルを表示できます。圧縮形式のログ ファイルを必ずしもすべてダウンロードす

る必要が無い場合などにご使用下さい。 

 
 

ログ ファイルを表示するには、ファイル名をクリックするだけです。使用している Web ブラウザによっては、指定

したログ ファイルを表示するためのプログラムを選択するように指示される場合があります。 

フォルダを変更するには、フォルダ名をクリックします。 

 

機能: メモリ (RAM) 情報  

この機能を使用して、現在のメモリ使用量を表示できます。 

 
 

NOTE    システム キャッシュによって割り当てられたメモリは、アプリケーションが追加メモリを必要とすると解放さ

れます。空きメモリがほとんどない場合スワップを有効にするか、メモリモジュールを追加してください。 
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機能: 日付と時刻  

この機能は、サーバーの現在の日付と時刻をタイムゾーン設定と共に表示します。 

 
 

機能: ハードウエアモニタ  

iX では使用できません。 
この機能を使用して、ハードウエアをモニタできます。ハードウエア モニタを有効にするには、コンソールのハードウエア

構成ツールを使用し、[hardware options (ハードウエア オプション)] で有効にする必要があります。 

 
 

LmSensors ハードウエア モードを使用している場合、次のパラメータに関する情報を参照できます。 

 マザーボード温度 

 CPU 温度 

 チップセット温度 

 Vcore 

 冷却ファンの回転速度 

 

初期化完了後にセンサー選択画面、チップセットの選択画面が順に表示されます。 

センサー選択画面は 3 つの欄があります。 

1. LmSensor によるセンサー名 

2. ユーザーによるセンサー名 

3. そのセンサーへの適正値 

 

センサー選択後にその設定ウインドウが開きます。センサーの状態は画面上部に表示されています。設定可能な

値は２欄です。 

 ラベル – ユーザーが変更可能なセンサー名 

 適正値 

 最小値 – 設定値が最小値より低い場合に GUI では赤で設定値を表示します。 

 最大値 - 設定値が最大値より高い場合に GUI では赤で設定値を表示します。 

 掛け値 –掛け値設定値が実際の数値に乗され現在の値として表示されます。 

 追加 – 追加設定値が実際の数値に追加され現在の値として表示されます。 

 無視 –このオプションを使用するとこのセンサー情報は GUI に表示されません。 

 

 

 

 



126 

 

機能: Intel I/O AT  

iX では使用できません。 

Intel I/O AT を使用している場合ここでその状態を確認することが可能です。 

 

Intel I/O AT 使用の利点は CPU 負荷を大きく減らせることです。それにより開放された CPU 能力をより重要なタス

クに振り分けることができます。Intel I/O AT は CPU、チップセット、ネットワークコントローラ、ファームウエアの各性

能差によるボトルネックを最小化することにより、既存のハードウエアを維持したままで効率的にサーバーのプロセ

ッサを運用することが可能です。Intel /O AT は TCP/IP 処理を加速することにより、サーバープラットフォーム全体

のデータ転送効率を改善します。サポート対象は複数のギガビット・イーサネット・ポートを含みます。 

 

DMA status  
4 個の DMA チャンネルのどれが使用されているかを確認できます。 

 

Bytes transferred 
DMA チャンネルを通して転送されたデータ量をバイトで表示します。 
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4-4-6. タスク 

 

バックアップ、リストア、データ複製、ボリューム複製、アンチウイルス、ボリューム・レプリケーションおよびスナップショット

のタスクに関する情報を確認できます。 

 

機能: 実行中のタスク  

実行中のタスクがすべて表示されます。 

 
 

すべてのタスクは次の項目が表示されます。  

 タスク名 

 タイプ 

 開始時間 

 詳細 

詳細表示ボタンをクリックすると実行中のタスクの詳細情報を表示します。より詳細な情報を確認したい場合は、

左欄の該当タスクをクリックして表示されるタスクを選択してください。 

 

機能: タスクログ 

すべてのタスクログが表示されます。 

 
 

表示内容は以下の通りです； 

時間   タスクの開始時間 

名前   タスク名 

タイプ  タスクタイプで以下の何れかです； 
 バックアップ 

 データ複製 

 ボリューム・レプリケーション olume replication, 

 アンチウイルス 

 スナップショット 

状態   アクションの結果。成功した場合は OK、失敗の場合は失敗と表示されます。 

アクション  アクション内容 

 開始 

 停止 

 終了  

詳細   タスクログの詳細 

 

詳細を表示する場合は詳細表示をクリックします。より詳細な情報を確認したい場合は、左欄の該当タスクをク

リックして表示されるタスクを選択してください。 
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4-4-7.統計情報 

 

サーバーの統計情報を確認可能です。 

 

確認できる項目は次の通りです； 

 負荷情報 

 ファイルシステム 

 システム 

 ネットワーク 

 メモリー 

 

機能: 日付と時刻 

サーバーで設定されている日付と時刻を確認可能です。 

 
 

各項目を選択して表示されるメニュー 

SNMP センサーの統計情報です。確認できる項目は次の通りです； 

 負荷情報 

 ファイルシステム 

 システム 

 ネットワーク 

 メモリー 

機能: SNMP センサー統計情報 (負荷情報) 

 



129 

 

機能: SNMP センサー統計情報 （ファイルシステム） 

 
 

機能: SNMP センサー統計情報 （システム） 
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機能: SNMP センサー統計情報 （ネットワーク） 

 
 

 

機能: SNMP センサー統計情報 (メモリー) 
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4-5.ヘルプ 
 

オンラインヘルプの検索、ご利用のモデル、および、ソフトウエアライセンスの表示ができます。技術サポート先の確認と

機能拡張用のライセンスキーの入力画面が表示できます。 

 

4-5-1.Help Index ヘルプ 

 

オンラインヘルプの検索ができます。 
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4-5-2.Newtech Cloudy iX について 

 

iX モデルおよびライセンスを表示します。 

 

機能: 技術サポート  

サポートにお問い合わせの際は、次の情報を用意しておいてください。 

 
 

表示しているリンク先までお問い合わせ下さい。その際以下の情報をご準備下さい。 

 

 ログ情報 ([ステータス]  [ハードウエア]  [ログ] メニューからダウンロードできます) 

 ソフトウエアのバージョン情報 ([ヘルプ]  [バージョン情報] メニューで確認できます) 

 

その他、弊社サポートページ「障害ご連絡時の必要事項」、「技術的なご質問時の必要事項」

（http://www.newtech.co.jp/support/inquiry/index.html）も参照下さい。 

 

機能: 拡張キーローダー 

サーバーの機能を拡張するためのライセンス キーを入力できます。 

 

 
 

http://www.newtech.co.jp/support/inquiry/index.html
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4-5-3.ソフトウエア・ライセンス 

 

”Newtech Software License agreement”の内容を確認できます。 
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5.コンソール・ディスプレイ 
 

5-1.コンソール・ディスプレイ  

 
iXは、セキュリティで保護されたWebインターフェイスを使用してリモートで管理できますが、一部機能ではコンソールから操作

する必要があります。 iX は、ディスプレイが接続されている場合、常に次の基本パラメータを表示します。 

 

 IP アドレス 

 HTTPS 設定 

 

 
 

リモート環境からコンソール操作をする場合は、Putty などのソフトウエアを利用できます。 

リモート・コンソールの設定については、“機能：リモート・コンソール“をご参照下さい。 

 

起動前に、「Select version」と「Architecture selection」の画面が表示されます。システムバージョンの選択やブートオ

プション変更を選択する画面が表示されますが、サポート対応等を除き、iX では変更せずにご利用ください。 

 

コンソール画面では以下のキー操作が可能です。 

 

Ctrl+Alt+n ネットワーク設定 
左 Ctrl キー + 左 Alt キー + n を押すと、ネットワーク設定画面が開きます。設定するネットワークカードを

選択し、それぞれの設定を入力してください。DHCP 設定もこの画面で行います。 

ネットワーク設定内の Routing について： 

これは Default Gateway 以外の Gateway に静的に Routing する機能です。 

例えば現在 192.168.5.XXX というネットワークセグメントで 

作業している場合、192.168.3.XXX セグメントへの Routing が可能となります。 

設定方法は 192.168.3.100/255.255.255.0 のように追加するネットワークセグメント、ネットマスクを指定してから、

Routing したい Gateway を指定する形になります。 

 

Ctrl+Alt+p 管理者設定の工場出荷状態への復旧 
左 Ctrl キー + 左 Alt キー + p を押すと、管理者パスワードを入力することでアクセス制限が解除されます。

また、標準の HTTPS ポート 443 にリセットされます。 

 

Ctrl+Alt+i ネットワーク設定の工場出荷状態への復旧 
左 Ctrl キー + 左 ALt キー + i を押すと、元の IP アドレス (192.168.0.220) とボンディングをリセットできま

す。この処理では、DHCP サーバーのサポートはオフになります。 
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Ctrl+Alt+t  コンソール・ツールの操作 
左 Ctrl キー + 左 ALt キー  + t を押すとコンソール ツールを実行できます。[Ping]、[DHCP Ping]、

[Hardware info (ハードウエア情報)]、[Memory info (メモリ情報)]、[Time configuration (時間構成)]、[言語の設

定]、[Modify driver options (ドライバ オプションの変更)]、[Console lock/unlock (コンソールのロック/ロック解

除)]、[Boot options (起動オプション)] の各機能を選択するメニューが表示されます。 

 

CTRL+ALT+x 拡張ツールの操作 
左 Ctrl キー + 左 Alt キー + x を押すと、拡張ツールが表示されます。 

拡張ツールについては “Extended tool の詳細説明“ をご参照下さい。 

 

Ctrl+Alt+w チューニング・オプションの操作 
左 Ctrl キー + 左 Alt キー + w を押すと、ハードウエア構成ツールが表示されます。 

ハードウエア構成ではチューニング・オプションが用意されています。詳細については”ハードウエア構成ツー

ルメニュー”をご参照下さい。 

 

Ctrl+Alt+r RAID ツールの操作 
左 Ctrl キー + 左 Alt キー + r を押すと、RAID ツールが表示されます。 

 

Ctrl+Alt+f ファイバ・チャンネル・ツールの操作 
左 Ctrl キー + 左 Alt キー + f を押すと、ファイバ チャンネル ツールが表示されます。 

iX では使用できません。 
 

Ctrl+Alt+h ハードウエア情報の表示 
左 Ctrl キー + 左 Alt キー + h を押すと、ハードウエア/ドライバ情報が表示されます。 

 

F1、F2、F5 
ファンクション キー F1 を使用して、ヘルプ情報を表示できます。F5 を使用して、コンソール ディスプレイをデ

フォルトにリセットできます。F2 を押すと、すべてのネットワーク インターフェイスが表示されます。 

 

シャットダウンと再起動 

Ctrl+Alt+ｋ 
iX を再起動するメニューが表示されます。 

Ctrl+Alt+S 
iX がシャットダウンされます。接続中のユーザーがいる場合、このオプションは注意して使用してください。 
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5-2..拡張ツール Extended tool の詳細説明 

 
左 Ctrl キー + 左 Alt キー + x を押すと、拡張ツールが表示されます。 

この拡張ツールは重要な設定を変更できるため危険性がある旨の警告が表示されます。問題なければ Yes を選択し

ます。 

次にパスワード入力画面になります。パスワードは[admin]です。adminと入力し、OKでReturnをクリックします。拡張ツ

ールメニューが表示されます； 

 

0 Select default Volume Group 

1 Restore default administrator settings 

2 Restore default network settings(IP, BONDING) 

3 Restore factory SETUP settings 

4 Restore factory CONFIGURATION settings 

5 Remote support 

6 Remove Apple temporary files 

7 Reset ACLs of files and directories 

8 Set owner of files and directories 

9 Repair filesystem on LV (Logical Volume) 

10 Restore LVM VG (Volume Group) configuration 

11 PV resize 

12 Remove all snapshots 

13 Remove LV (Logical Volume) 

14 Delete content of units 

 

詳細説明： 
 

0. "Select default volume group" 

この機能は複数のボリューム・グループ（VG）を設定して使用中に、何らかの理由で最初のボリューム・グルー

プが失われたときに使用します。最初のボリューム・グループには iX 構成情報の一部、アップデート用の空きス

ペース、アンチウイルス用の空きスペース、データベース、SMB ログ用空きスペースが含まれます。そのためシ

ステムは最初のボリューム・グループが無いと正常に動作しません。 

最初のボリューム・グループが何らかの理由で失われた場合は、他のボリューム・グループをデフォルトとして

選択する必要があります。この機能はその際に必要になります。 

 

１．“Restore default administrator settings” 

 

２．“Restore default network settings(IP, BONDING)” 

 

３．”Restore factory SETUP settings” 

 

４．”Restore factory CONFIGURATION settings” 

管理者、ネットワーク、セットアップ、構成の変更内容を破棄して工場出荷時の設定に直すための機能です。 

 

５．”Remote support” 

サポートがインターネット経由で iX にアクセスする機能です。ここでサポートを使用設定にし、必要なポートを開

けば iX サポートがトラブル解決のお手伝いをします。 

 

６．"Remove apple temporary files" 

AFP プロトコルを使用した MAC クライアントのユーザーのファイルを削除する機能です。ファイルにはファイル・

アクセス、アクセス許可、アクセス履歴、ファイル割り当て、アイコンなどの情報が含まれます。このファイルは

不明な理由により損傷を受けることがあります。その場合、MACのホストコンピュータはハングするか、アクセス

が出来なくなります。アクセスを復旧させるためにこの機能を使用して TEMP ファイルを削除します。 

 

７．"Reset ACLs of files and directories" 

 

８．”Set set owner of files and directories" 

共有の中のファイル、ディレクトリのアクセス制限を削除したいときに使用します。 
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同様の機能はスーパーユーザー機能を使用して SMB 共有または NFS プロトコルから実行可能ですが、コンソ

ールから行うと高速に行うことが可能です。 

 

９．"Repair filesystem on LV" 

この機能を使用して NAS の論理ボリューム(Logical Volume)を修復することが可能です。 

この機能を使用する前にメモリー異常の確認をお勧めしています。iX のブート中に ESC キーを押すとブート・メ

ニューが表示されます。その中から memtest86 を選択してください。 

メモリーテストは２TB 以上のボリュームを使用し、多くのファイルが有る場合、２GB 以上の 

メモリーが必要な場合があります。その際に本機能を使用してファイルの修復を行います。 

 

１０．"Restore LVM configuration" 

この機能は１．ボリューム・グループに誤ってディスクを追加した場合、２．RAID コントローラのディスクがクラッ

シュし、リビルド時に LVM 情報が削除されてしまった場合に、LVM 情報を元に戻すときに使用します。 

 

注意  新しいディスクを追加し、ボリューム・グループ（VG）をリサイズし、論理ボリューム（LV）をリ 

サイズした後にこの機能を使用するとファイル・システムが損傷します。 

 

１１．"PV resize" 

物理ボリュームのサイズを再認識させる機能です。 

ハードウエ RAID コントローラを使用して新しいハードディスクを追加したときにこの機能を使用して新ディスクを

認識させてください。 

 

１２．"Remove all snapshots" 

すべてのスナップショットを一度に削除する場合、またはスナップショットが損傷していてボリューム・グループ

（VG）が正常に動作しない場合に使用する機能です。 

Web GUI でボリューム・グループ（VG）が見えているのにデータが無い場合などにこの機能を使用して修復して

ください。 

 

１３．"Remove LV" 

論理ボリューム（LV）を削除する機能です。現在は同じ機能が Web GUI から使用可能です。 

 

１４．"Clear unit" 

ディスクの LVM 情報を削除しますので、ディスクを再使用可能となります。 

通常の方法では読めませんがディスク上にはデータが残っています。従って、ディスクを破棄する場合は０を書

き込むなどの方法でデータを完全に消去することをお勧めします。 

Clear unit で消した LVM 情報は上記 10 の Restore LVM configuration で修復することが可能です。 
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5-3.ハードウエア構成ツール・メニューHardware Configuration 
 

左 Ctrl キー + 左 Alt キー + w を押すと、ハードウエア構成ツールが表示されます。 

この構成ツールは重要な設定を変更できるため危険性がある旨の警告が表示されます。問題なければ Yes を選択し

ます。 

次にパスワード入力画面になります。パスワードは[admin]です。admin と入力し、OK で Return をクリックします。ハード

ウエア構成メニューが表示されます； 

 

0 Tuning options 

0.IPfrag tuning  パケットのフラグメンテーションのセクション範囲を指定可能です。 

表示例：  ipfrag_high_thresh  262144 

          ipfrag_low_thresh  196608 

 

1.Jumbo Frame config Jumbo Frame または MTU(Maximu Transmission Unit)は通信プロトコルの与えら 

   れたレイヤー送付できる最大パケットの設定値です。この機能を選択するとネッ 

   トワークコントローラ選択画面になりますのでコントローラを選択します。 

例：  eth0  Model:  Intel Corporation 82573L Gigabit Etherner Controller  

次にジャンボフレーム値を設定します。ジャンボフレームのデフォルト値は 1500 

です。 

Interface:  eth0 

Default size frame:  1500 

2.NFS Daemon tuning システム内に走らせる NFS デーモン数を設定します。システムによっては NFS タ 

   イムアウトが発生する場合があり、その場合に設定値を小さくすると問題が解決 

   する場合があります。 

デーモン数を増やすと NFS パフォーマンスが向上する場合があります。 

デフォルト値の 64 がハイライトされ、他の選択肢が表示されます。 

8  16  32  64  96  128 

3.Read ahead disk tuning ハードディスクのキャッシュ・サイズを増減可能です。値が小さいほど互換性が 

   高く、値が大きいほど性能が向上します。この機能を選択するとディスク選択画 

   面になりますので設定するディスクを選択します。 

例：  S000 

S001 

次にデフォルト値と現在の設定値が表示されますので選択しから設定値を選択 

します。 

例： Drive:    S000 

               Current:  256 

               Default:  256 

0 128  256  512  1024  2048  4096  8192  16384 

4.iSCSI daemon options iSCSI デーモンオプションにはターゲット・オプションと iSCSI ボリュームタイプを選 

   択可能です。 

1.Target options この機能を選択すると iSCSI ターゲット選択画面になりますのでターゲットを選択 

   します。 

例：  iqn.2008-01:iX.target0 を選択 

選択した iSCSI ターゲットについて以下の設定が可能です； 

MaxRecvDataSegmentLength 8192 

MaxBurstLength 262144 

MaxXmitDataSegmentLength 8192 

FirstBurstLength 65536 

DataDigest None 

MaxOutstandingR2T 1 

InitialR2T Yes 

ImmediateData No 

DataPDUInOrder Yes 

DataSequencerInOrder Yes 

HeaderDigest None 

Wthreads 8 

MaxRecvDataSegmentLength iSCSI ターゲットが受け取る最大データ・セグメント長を設定します。こ 

    の値は PAGE_SIZE の倍数で有る必要があります。サポートしている 



139 

    最大値は 64 倍です。PAGE_SIZE が 4KB の場合、最大値は 262144 

    となります。 

設定値が大きいとメモリーの割り当てに問題が出て、イニシエータ・ 

ホストで SCSI コマンドがタイムアウトになる場合があります。デフォル 

ト値は 8192 です。 

MaxBurstLength   イニシエータが一度のバーストで送るデータ量を設定します。これを 

    超えるデータはターゲットが要求する必要があります。この値は 

    PAGE_SIZE の倍数で指定します。値が大きいとメモリー割り当てが不 

    足し、イニシエータホストで iSCSIコマンドがタイムアウトする原因にな 

    ります。デフォルト値は 262144 です。 

MaxXmitDataSegmentLength 送られるデータセグメントの最大長を設定します。イニシエータが要 

    求する MaxRecvDataSegmentLength とこの値の小さい方が実際の 

    転送に使用されます。この値は PAGE_SIZE の倍数である必要があり 

    ます。サポートしている最大値は 64 倍です。PAGE_SIZE が 4KB の場 

    合、最大値は 262144 となります。 

設定値が大きいとメモリーの割り当てに問題が出て、イニシエータ・ 

ホストで SCSI コマンドがタイムアウトになる場合があります。デフォル 

ト値は 8192 です。 

FirstBurstLength  最初のバースト長です。 

DataDigest    <CRC32C または None> - "CRC32C"に設定するとイニシエータはそ 

    の設定に従い、iSCSI PDU データ・セグメントを CRC32C チェックサム 

    保護します。デフォルト値は None です。 

 

注意   DataDigest は Discovery セッション時はサポートされません。 

 

MaxOutstandingR2T   <value> - ターゲットが一度に要求する転送データ数を設定します。 

    転送データ個々のデータ長は MaxBurstLength バイトにより制限され 

    ます。デフォルト値は１です。 

InitialR2T    <Yes|No> - この設定がデフォルトの"Yes"の場合 iSCSI イニシエータ 

はターゲットからの SCSI データ要求を待ってからデータを発信しま 

す。 

設定を”No”に変更すると、イニシエータはコマンドと一緒または別に 

（ImmediateData の設定に依存）FirstBurstLength のバイトを発信しま 

す。そのため転送性能が向上する場合があります。 

ImmediateData   <Yes|No> - この設定によりイニシエータはコマンドに要求されていな 

いデータを発信することが可能になります。性能向上のために“Yes” 

に設定することをお勧めします。デフォルト値は”No”です。 

DataPDUInOrder   <Yes|No> - イニシエータにデータを順番通りに送らせるかどうかを 

指定します。デフォルトは“Yes”で、そのままお使いいただくことをお 

勧めします。 

DataSequencerInOrder   <Yes|No> - イニシエータにデータを順番通りに送らせるかどうかを 

指定します。デフォルトは“Yes”で、そのままお使いいただくことをお 

勧めします。 

HeaderDigest    <CRC32C|None> - "CRC32C"に設定するとイニシエータはその設定 

に従い、iSCSI PDU ヘッダー・セグメントを CRC32C チェックサム保護 

します。デフォルト値は None です。 

 

注意   HeaderDigest は Discovery セッション時はサポートされません。 

 

Wthreads   iSCSI ターゲットはデバイスこのブロック I/O 実行時に複数のスレッド 

を立てます。ご使用のハードウエアと負荷に依りますが、このスレッド 

数を調整した方がパフォーマンスが上がる場合があります。デフォル

ト値は 8 でほとんどのアプリケーションで十分な性能を発揮します。 

 

2.iSCSI volume type  iSCSI のボリューム形式は以下の 2 通りから選択可能です。 

File I/O mode 

Block I/O mode 

5.Vmalloc size   複数のレプリケーションを実行している場合に VMALLOC (Virtual  

    Memory Allocation)の値を 256MB より大きくすると問題が解決する場 
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    合があります。 

デフォルト値は 128MB です。 

表示例：   Please select vmalloc size (default 128) 

128MB  256MB  384MB 

 

1. Functionality options   iX では使用できません。 

S.M.A.R.T を使用するかどうかを選択します； 

表示例：  0 use S.M.A.R.T 

 

2 Hardware options   iX では使用できません。 

特定のハードウエアに合わせた専用設定です。 

mode 選択 

 
 

3 External raid tools     iX では使用できません。 

ARECA 社製 RAID コントローラを使用した場合に外部 RAID ツールを 

使用することが可能です。ここで外部 RAID ツールへのリンクを正確 

に記入して下さい。ここにリンクが記入されない場合は WebGUI にメ 

ニューは表示されません。 

 

4 LCD functionality     iX では使用できません。 

mode を選択します。 

none 

mtxorb 
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6.トラブルシューティング ガイド 
 

ここでは、一般的なエラー メッセージとその意味、さらにエラーの原因となる問題を解決するためのヒントを示しま

す。ここに記載されていないエラー メッセージが表示された場合は、サポート宛ににお問い合わせください。 

 

エラー: ユーザーは既に存在します 
同じ名前のユーザーは複数存在できません。1 人のユーザーを 2 度作成することはできません。スペルをチェッ

クしてください。ユーザー名は、大文字小文字が区別されないことに注意してください。左側のツリー図を展開して、

既存のユーザー名をチェックできます。 

 

エラー: values are not valid (値が有効ではありません) 
無効なパラメータが入力されました。IP アドレスは、aaa.bbb.ccc.ddd 形式です。4 つのパラメータの範囲はいずれ

も 0 ～ 255 で、これらをピリオドで区切る必要があります。 

 

エラー: リソースは既に存在します 
同じ名前のリソースは複数作成できません。1 つのリソースを 2 度作成することはできません。スペルをチェック

してください。リソース名は、大文字小文字が区別されないことに注意してください。 左側のツリー図を展開して、

既存のリソース名をチェックできます。 

 

エラー: パスワードが一致しません。 
各入力フィールドに同じパスワードを入力してください。セキュリティの理由から、パスワードは表示されません。 

ゆっくり入力してください。Shift、Caps Lock、Ctrl、および Alt キーの状態をチェックしてください。 

 

エラー: iX cannot import the user database from a Windows Server 2003 domain. ( iX は、

Windows Server 2003 ドメインからユーザー データベースをインポートできません) 
この場合は、ローカル セキュリティ ガイドライン内で次のように設定すると、この問題を解決できることがありま

す。 

 

 
 

エラー: Update file not found (更新ファイルが見つかりません) 
iX にシステムの更新を実行するように指示しましたが、有効な iX 更新ファイルが提供されませんでした。最新の 

iX 更新ファイルをダウンロードしてください。次に、アップグレード ファイルを「update」フォルダにコピーします。

upgrade は小文字にしてください。最後に、メニューから [更新] を選択します。 
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エラー: No share volume (共有ボリュームがありません) 
リソース共有を作成したり、共有を検索するには、ファイル共有のためのボリュームを作成する必要があります。

共有ボリュームの作成については、“Cloudy iX ソフトウエア クイック インストール ガイド”を参照してください。 

 

エラー: No share volume to browse (参照する共有ボリュームがありません) 
リソース共有を作成するためにボリュームを参照するには、ファイル共有のためのボリュームを作成する必要があ

ります。 

 

エラー: 無効なユーザー名です!  
ユーザー名は 

(1) 次の文字を使用できません: ~ ! @ # $ ^ & ( ) + [ ] { } * ; : ' " . , % | < > ? / \ = `  

(2) スペースで開始または終了できません。 

 

Windows から SMB (Server Message Block) プロトコルを使用すると (CIFS または Samba も同様)、特殊文字

の使用が制限されます。これらの制限には歴史的理由がありますが、今日でも拘束力があります。ユーザー名に

は上記の文字を使用できません。 

 

エラー: invalid user password (無効なユーザー パスワード)  
ユーザー パスワードの先頭または末尾はスペースにできません。 

スペースは、パスワードの先頭と末尾では有効な文字でありません。パスワードの入力中に誤ってスペース バー

を押した可能性があります。パスワードを再入力してください。 

 

エラー: 無効な管理者パスワードです! 
管理者パスワードの先頭または末尾はスペースにできません。 

スペースは、パスワードの先頭と末尾では有効な文字でありません。パスワードの入力中に誤ってスペース バー

を押した可能性があります。パスワードを再入力します。 

 

エラー: invalid resource name (無効なリソース名です)  
リソース名は 

(1) 次の文字を使用できません: * : " | < > ? / \ ` # $ & ( ) + ; ' . 

(2) スペースで開始または終了できません。 

 

Windows から SMB (Server Message Block) プロトコルを使用すると (CIFS または Samba も同様)、特殊文字

の使用が制限されます。これらの制限には歴史的理由がありますが、今日でも拘束力があります。リソース名に

は上記の文字を使用できません。この無効な文字のリストは、他の名前フィールドに適用される無効な文字のリス

トとは少し異なります。 

 

エラー: 無効なワークグループ名です!   
ワークグループ名は 

(1) 次の文字を使用できません: ~ ! @ # $ ^ & ( ) + [ ] { } * ; : ' " . , % | < > ? / \ = `  

(2) スペースで開始または終了できません。 

Windows から SMB (Server Message Block) プロトコルを使用すると (CIFS または Samba も同様)、特殊文字

の使用が制限されます。これらの制限には歴史的理由がありますが、今日でも拘束力があります。ワークグルー

プ名には上記の文字を使用できません。この無効な文字のリストは、他の名前フィールドに適用される無効な文字

のリストとは少し異なります。 

 

 NOTE  ワークグループ名に適用される無効な文字は、他のフィールドに適用される無効な文字とは異なります。 

 

エラー: 無効なサーバー名です!  
サーバー名は 

(1) 次の文字を使用できません: ~ ! @ # $ ^ & ( ) + [ ] { } * ; : ' " . , % | < > ? / \ = `  

(2) スペース  

(3) 数字だけにできません。 

 

Windows から SMB (Server Message Block) プロトコルを使用すると (CIFS または Samba も同様)、特殊文字

の使用が制限されます。これらの制限には歴史的理由がありますが、今日でも拘束力があります。サーバー名に

は上記の文字を使用できません。この無効な文字のリストは、他の名前フィールドに適用される無効な文字のリス

トとは少し異なります。さらに、サーバー名は数字だけにできません。英文字を使用する必要があります。 
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エラー: invalid resource comment (無効なリソース コメントです)  
リソース コメントは、256 文字を超えてはなりません。 

リソースのコメントには、256 文字の制限があります。この制限を超えることはできません。コメントを短くしてくださ

い。 

 

エラー: 無効なディレクトリ名です  
ディレクトリ名は 

(1) 次の文字を使用できません: * : " | < > ? / \ ` # $ & ( ) + ; ' .  

(2) スペースで開始または終了できません。 

 

iX の内部オペレーティング システムは、ディレクトリに特定の文字の使用を許可していません。上記の文字と、末

尾または先頭のスペースは無効です。別の名前を選択してください。 
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